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▲場内全員でバンザ～イ！

▲誓いのことばを述べる代表の2人

▲｢フォトムービー｣の上映で懐かしの姿
に会場も沸いた

▲中貝市長などが新成人を祝福、激励

▲新成人を代表して記念品を受領

▲旧友に会い、話に花が咲く

　１月12日、平成25年度豊岡市成人式を市民会館で開催しました。対象者972人（男性481人、
女性491人）のうち、774人（男性378人、女性396人）が参加し、会場は、あでやかな振り袖や羽
織はかま、スーツに身を包んだ新成人で埋め尽くされました。
　式典では、冒頭で、東日本大震災の犠牲者に対し、黙とうがささげられました。
　また、中貝市長などがお祝いのことばを贈り、新成人を代表して、武中美沙稀さんと木谷美
穂さんが「巡り会えた方々との縁、積み重ねてきた経験に感謝し、仲間とともにしっかりと歩ん
でいきます」と誓いのことばを述べました。
　式典後には、「思い出のフォトムービー・ビデオレター」の上映で会場に歓声が上がりました。
続いて、ダンス映像の収録のため、場内で全員が踊るなど、会場は大いに盛り上がりました。

《問合せ》生涯学習課人権・社会教育係☎23-0341

平成25年度 豊岡市成人式
972人が大人の仲間入り
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▲新成人の門出を稽古堂からお祝い▲全員が笑顔で「恋チュン」

　

当
日
、
豊
岡
稽
古
堂
で
、
式
典

の
実
況
中
継
を
行
い
、
約
1
7
0

人
の
家
族
や
親
戚
、
友
人
な
ど
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

稽
古
堂
内
の
2
台
の
大
型
テ
レ

ビ
に
は
、
式
典
会
場
や
、
新
成
人

の
誓
い
の
こ
と
ば
、
フ
ォ
ト
ム
ー

ビ
ー
な
ど
、
式
の
様
子
が
映
し
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

孫
が
成
人
式
に
参
加
し
た
岡
田

都
美
男
さ
ん
は「
家
族
の
み
ん
な

が
、
孫
の
成
人
式
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
。
こ
れ
ま
で
は
式
典
会
場

の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
実
況
中
継
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
」と
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
豊
岡
市
商
工
会
の
企

画
で
、
ダ
ン
ス
映
像
の
収
録
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

振
り
付
け
を
指
導
さ
れ
た
新

成
人
ら
は
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の「
恋
す

る
フ
ォ
ー
チ
ュン
ク
ッ
キ
ー（
恋
チ
ュ

ン
）」の
曲
に
合
わ
せ
、
一
体
と

な
っ
て
笑
顔
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
恋
チ
ュン
」は
、
各
種
企
業
や

公
共
団
体
の
社
員
･
職
員
ら
が
自

ら
踊
っ
た
動
画
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
無
料
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る

な
ど
、
国
内
外
で
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
。
今
回
収
録
し
た
映
像
は
、 ♪

カ
モ
ン 

カ
モ
ン 

カ
モ
ン

カ
モ
ン 

ベ
イ
ビ
ー
♪

豊
岡
稽け

い

古こ

堂
で

初
の
実
況
中
継
!

新
成
人
は「
恋
チ
ュ
ン
」で
大
ノ
リ
!!

　

ま
た
、
新
成
人
の
誕
生
か
ら
の

代
表
的
な
出
来
事
を
ま
と
め
た

「
20
年
の
回
顧
展
」が
開
催
さ
れ
、

但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
の
新
聞

記
事
や
〝
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
〞
な

ど
の
流
行
語
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
ら
れ
、
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。〝
感
謝
〞

を
忘
れ
ず
、
今
後
は
私
が

人
を
支
え
て
い
け
る
人
間
に

な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

実行委員長・式典司会
福
ふく
嶋
しま
亜
あ
利
り
紗
さ
さん（戸牧）

　

成
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
未
熟
。
ま
だ
甘
い
。
今

の
自
分
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
日
々
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
、
今
後
の
人
生
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

式典司会
奥
おく
野
の
秀
しゅう
平
へい
さん（小田井）
　

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
、温
か
い
心
を
持
っ

た
大
人
に
な
れ
る
よ
う
自
分

に
厳
し
く
頑
張
り
ま
す
。

ピアノ伴奏
多
た
田
だ
美
み
菜
な
さん（戸牧）

　

見
極
め
る
こ
と
、
突
き
進

む
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

　

楽
し
く
悔
い
の
な
い
人
生

を
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
共
に
。

記念品受領
岡
おか
田
だ
有
ゆ
加
か
さん（今森）
　

無
事
、
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
支
え
て
く
れ
た

方
々
へ
の
感
謝
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
忘
れ
ず
、
時
間

を
大
切
に
、
日
々
を
し
っ
か

り
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

記念品受領
田
た
中
なか
秀
ひで
征
ゆき
さん（竹野町竹野）
　

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

20
年
間
生
き
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
自
身
が

人
々
を
支
え
ら
れ
る
人
間
と

な
り
、
一
日
一
日
前
を
向
い

て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

閉会あいさつ
田
た
中
なか
一
かず
生
き
さん（竹野町坊岡）

　

今
ま
で
に
出
会
い
、
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
ら

の
言
動
に
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
笑
顔
を
大
切
に
日
々
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

副実行委員長・誓いのことば
木
き
谷
たに
美
み
穂
ほ
さん（津居山）

　

支
え
て
く
れ
た
多
く
の

人
々
や
家
族
が
い
て
、
成
人

式
を
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
感
謝
の
心
と
自
分
ら
し

さ
を
大
切
に
よ
り
一
層
、
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

誓いのことば
武
たけ
中
なか
美
み
沙
さ
稀
き
さん（出石町寺坂）

緊
張
の
中
で

や
り
遂
げ
ま
し
た
!

成
人
式
実
行
委
員
の

「
20
歳
の
誓
い
」

編
集
後
、
１
月
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
公
開
予
定
で
す
。
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◆
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
！

　
申
告
書
は
、
所
得
証
明
書
、
老

齢
福
祉
年
金
、
福
祉
医
療（
老

人
医
療
等
）・
児
童
手
当
の
給
付
、

保
育
所
の
入
所
や
市
営
住
宅
入
居

な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。
申
告
が
な
い
と
、
こ

れ
ら
に
関
係
す
る
諸
証
明
書
が
発

行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
内
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑

を
忘
れ
ず
に
！

　
相
談
前
に
は「
平
成
26
年
度
市

県
民
税
申
告
の
手
引
」を
よ
く
読

み
、
帳
簿
な
ど
を
必
ず
整
理
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
来
庁
時
に
は
、

申
告
者
本
人
が
申
告
書
を
作
成
の

　
平
成
25
年
分
所
得
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
の
所
得
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
対
象
は
、
所
得
税
、
個
人
事
業
税
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
で
す
。
申
告
相
談
会
場
・
時
間
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
の

と
お
り
で
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
業
規
模
の
大
き
い
方（
所
得
金
額
が
お
お
む
ね
3
0
0
万

円
を
超
え
る
方
）や
不
動
産
の
譲
渡
所
得
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
あ
る
方
、
青
色
申
告
を
す
る
方
は
、
税
務
署
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係
☎
21

－

9
0
4
5

所
得
の
申
告
時
期
で
す

　
　
　
　【
提
出
期
限
】
3
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！！
＝

上
、
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印

鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

帳
簿
の
整
理
が
で
き
て
い
な
い
場

合
や
、
必
要
書
類
の
な
い
場
合
は
、

相
談
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
3
月
17
日
の
申
告
期
限

間
近
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早

め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
役
所
で
の

申
告
相
談
は
混
雑
し
ま

す
の
で
、
所
得
税
・
消
費
税
の
申

告
を
す
る
方
は
、
税
務
署
や
じ
ば

さ
ん
但
馬
な
ど
で
の
申
告
相
談
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告

◆
申
告
の
必
要
な
方

　
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
25
年
中

に
所
得
の
あ
っ
た
次
の
方

・
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
方

（「
低
所
得
者
軽
減
」の
関
係
で
、

所
得
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
申
告
書

の
提
出
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま

す
）

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
所
得
の
あ

る
方

・
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
の

あ
る
方

・
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄

付
金
控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う

と
す
る
方

◆
申
告
の
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
て
他
に
所
得
の

な
い
方

・
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

（
年
金
額
に
よ
り
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◆
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

対
象
の
方

　
税
法
上
は
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
料

を
算
定
す
る
上
で
、

申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
民

課
国
保
医
療
係
に

問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

◆
市
県
民
税
申
告
書（
兼
国
民
健

康
保
険
税
申
告
書
）の
配
布

　
昨
年
に
市
県
民
税
申
告
書
を
提

出
し
、
今
年
も
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
1
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

◆
所
得
申
告
用
固
定
資
産
税
明
細

書
の
廃
止

　
所
得
税
、
市
県
民
税
申
告
用
と

し
て
希
望
者
に
渡

し
て
い
た「
所
得

申
告
用
固
定
資

産
税
明
細
書
」は
、

固
定
資
産
課
税
明

細
書
で
代
用
で
き
る
た
め
、
廃
止

し
ま
し
た
。

■市県民税・国民健康保険税申告書提出の要否

所得税の確定申告をする

いいえ
はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

給与等の年末調整の内容に
変更がある

申告書を
提出して
ください

※ただし、
不要の場
合もあり
ますので、
詳細は問
い合わせ
てくださ
い

給与または公的年金以外に
所得がある

年の途中で退職などの異動
がある

給与または公的年金を２カ
所以上からもらっている

国民健康保険加入世帯であ
る

申告書の提
出は必要あ
りません
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国
民
健
康
保
険
に

　
　
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　
例
年
1
月
中
旬
に
、
全
て
の
加

入
世
帯
に
送
付
し
て
い
た「
国
民

健
康
保
険
税
納

付
済
額
の
お
知

ら
せ
」は
、
昨
年

か
ら
廃
止
し
ま

し
た
。

　
所
得
申
告
に
は
、
原
則
と
し
て

自
身
で
国
保
税
の
納
付
済
額
を
計

算
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
計
算
方
法
な
ど
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
分
農
業
所
得
申
告

農
業
所
得
申
告
は
正
確
に
！！

　
農
業
所
得
は
収
支
計
算
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
所
得
以
外
に
給
与
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
各
種
所

得
を
合
算
し
て
市
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
収
支
計
算
を
す
る
際
に
は
、「
農

作
物
に
係
る
販
売
代
金
」「
各
種
補

償
金
交
付
金
」「
耕
作
代
」「
家
事
消

費
」な
ど
の
収
入
の
計
上
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
収
支
計
算

を
す
る
際
の
土
地
改

良
費
は
、
賦
課
金
が
10
ア
ー
ル
当

た
り
1
万
円
以
上
の
場
合
は
、
賦

課
金
に
含
ま
れ
て
い
る
永
久
資
産

相
当
分
が
必
要
経
費
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
賦
課
金
が
1
万
円

以
上
の
土
地
改
良
区
等
の
、
控
除

額
を
次
の
と
お
り
算
出
し
ま
し
た

の
で
、
収
支
計
算
を
す
る
際
に
、

当
該
控
除
額
を
土
地
改
良
費
の
必

要
経
費
と
し
て
計
上
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
こ
の
表
に
な
い
土
地
改

良
区
等
の
賦
課
金
は
、
10
ア
ー
ル

当
た
り
1
万
円
未
満
の
た
め
、
支

払
っ
た
賦
課
金
額
を
必
要
経
費
と

し
て
計
上
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
支
払
額
の
分
か
る
領
収

書
等
は
必
ず
7
年
間
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

減
価
償
却
制
度
の
改
正

　
平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
で
、

農
業
用
の
機
械
お
よ
び
装
置
の
耐

用
年
数
が
7
年
に
改
正
さ
れ
、
平

成
21
年
分
の
申
告
か
ら
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

■土地改良費控除額（10アール当たり）
地域 名称 控除額

豊岡

福江土地改良区 経常・事業分 10,924円

森津土地改良区
一般分 24,355円
特別分 21,564円

八幡土地改良区 33,216円

出石
中川土地改良区

田 17,976円
畑 15,276円

出石北土地改良区 11,530円

月日 相談会場

■夜間相談
２月28日（金）
18：00～20：00 市役所本庁舎２階大会議室、

城崎支所、竹野支所、日高支所、
出石支所、但東支所■休日相談

３月９日（日）
8：30～11：30

月　日

申告相談会場

２月 ３月
受付・相談時間17 18 19 20 21 24 25 26 27 28 3 4 5 6 7 10 11 12 13 14 17

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月

豊岡税務署別館１階 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎（相談）9：00～17：00

市役所本庁舎２階大会議
室、城崎支所、竹野支所、日
高支所、出石支所、但東支所

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（受付）
8：30～16：00

（受付人数制限有）
（相談）
8：30～12：00
13：00～受付分終了

まで
じばさん但馬６階 ● ● ● ● ● ● ● ●

（相談）
9：30～12：00
13：00～16：00

城崎さとの湯１階 ● ● ●
豊岡市商工会竹野支所１階 ● ● ● ●
豊岡市商工会日高支所２階 ● ● ● ● ● ●
豊岡市商工会出石支所１階 ● ● ● ● ●
但馬ちりめん振興館 ● ● ●
※◎印は所得税の確定申告、●印は税理士による所得税の確定申告（土地・建物の譲渡所得に関する指導・相談は
行っていません）、○印は市県民税・国民健康保険税の申告（所得税の申告も可）の相談を行います。都合の良い
日時・会場を利用してください。

※市役所本庁舎は、庁舎外構工事のため、駐車場に限りがあります。お越しの際はできるだけ豊岡駅前駐車場（駐
車券を持参してください）または公共交通機関を利用してください。

※豊岡税務署は、駐車場に限りがあります。お越しの際はできるだけ公共交通機関を利用してください。
※市役所本庁舎および各支所の申告相談の午前の受付は11時30分までです。人数制限をしていますので、早めに終
了する場合があります（夜間相談・休日相談も人数制限をします）。

申告相談会場一覧表
税の申告
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日
頃
の
生
活
や
活
動
を
通
じ
て

つ
く
ら
れ
て
い
く「
地
域
の
住
民

や
団
体
ど
う
し
の
つ
な
が
り
や
顔

見
知
り
の
関
係
」、
そ
れ
が
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

　

ど
こ
で
も
あ
い
さ
つ
、
み
ん
な

で
活
動
、
安
心
の
見
守
り
や
支
え

合
い
、
楽
し
い

行
事
、
も
し
も

の
備
え
が
あ
る

…
、
そ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
地

域
が
理
想
で
す
。 地域

コミュニティ
地区（公民館単位）の取組み

　

全
国
的
に
地
域
の
元
気
が
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
村
部
で
は
、
人
口
が
減
少

し
、
伝
統
行
事
や
日ひ

役や
く

の
継
続
が

困
難
に
な
る
、
商
店
な
ど
の
施
設

が
な
く
な
る
、
な
ど
、
地
域
の
暮

ら
し
を
ど
う
支
え
る
か
が
大
き
な

問
題
で
す
。
一
方
で
、
人
口
が
増

え
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
そ
こ
で

は
、
住
む
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄

と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

出
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　

豊
岡
市
で
も
、
同
じ
よ
う
に
課

題
を
抱
え
、
ど
う
地
域
づ
く
り
を

行
う
か
が
大
き
な
問
題
で
す
。

　

地
域
の
住
民
、
団
体
、
市
が
協

力
し
て
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
仕
組
み

を
整
え
、
地
域
の
活
性
化
と
自
治

を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
地
域
運

営
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
市
内
の
29

地
区（
地
区
公
民
館
単
位
の
区
域
）

を
基
本
と
し
て
、
新
し
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
の
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
状
況
や
方
向
性
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

住
民
が
、
地
域
の
自
治
を
進
め

る
た
め
に
、
自
主
的
に
つ
く
る
組

織
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と

呼
び
ま
す
。「
新
し
い
」と
は
、
将

来
に
向
け
て
必
要
な
体
制
を
築
く

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
、
住
民
同
士
が
話
し

合
い
、
地
域
が「
こ
う
な
っ
た
ら

い
い
な
ぁ
」と
い
う
目
標
を
決
め

ま
す
。
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

地
域
の
課
題
解
決
や
、
つ
な
が
り

を
強
め
る
活
動
を
企
画
し
、
実
施

し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
組
織
形
成
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
状
況
に
詳
し
い

方
を
中
心
に
、
幅
広
く
多
く
の
住

民
に
参
画
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
域
を
活
性
化
し
、
各
団
体
の

個
別
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
今
の

地
域
に
本
当
に
必
要
な
取
組
み
を

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
地
域
自
治（
住
民
自

治
）と
い
い
ま
す
。

　

地
域
自
治
を
行
う
上
で
は
、
次

の
こ
と
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

地域の将来は？
私たちにできることは？

　　　さあ、話し合いを始めましょう

　
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
は

　
し
い
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
と
は

地

新

地
域    

治
と
は

自

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課

 

☎
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－

9
0
2
2
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り
ま
せ
ん
。

■
地
域
資
源

　

ま
ち
な
み
や
伝
統
・
文
化
、
そ

こ
に
住
む
人
々
や
活
動
な
ど
、
今

の
地
域
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
財
産

を
大
切
に
守
り
育
て
、
活
動
に
生

か
し
て
い
く
。

■
自
主
性
と
民
主
性

　

住
民
全
員
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
一
員
で
あ
り
、
一
人
一
人

が
平
等
に
権
利
と
義
務
を
持
ち
、

全
員
で
決
め
た
ル
ー
ル
を
守
る
。

■
補
完
性
の
原
則

　

地
域
で
で
き
る
こ
と
、
で
き
な

い
こ
と
を
話
し
合
い
、
地
域
に
し

か
で
き
な
い
こ
と（
住
民
同
士
の

見
守
り
や
声
掛
け
な
ど
）に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
地
域
で
で
き
な

い
こ
と
は
市
全
体
で
取
り
組
む
。

■
情
報
共
有
・
参
画
・
協
働

　

住
民
み
ん
な
で
地
域
の
情
報
を

共
有
し
、
地
域
活
動
や
運
営
に
で

き
る
だ
け
幅
広
い
層
が
関
わ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
、
弱

点
を
補
い
合
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
地
域
と
市
は
、

福
祉
・
教
育
・
防
災
・
農
業
な
ど
、

行
政
の
専
門
性
に
よ
って
、
部
署
ご

と
で
地
域
と
つ
な
が
って
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
現
在
の
関
係
の

良
い
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
に
、
加

え
て
次
の
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
団
体
や
住
民
が
横

に
つ
な
が
り
、
話
し
合
い
や
決
め

ご
と
が
で
き
る
体
制
を
、
ま
た
、

市
は
、
そ
の
体
制
に
し
っ
か
り
対

応
で
き
る
よ
う
、
各
部
署
が
情
報

を
共
有
し
、
連
携
す
る
体
制
を
整

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
共
に
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
連
携
・

協
力
す
る
関
係
を
築
き
ま
す
。

　

で
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。

　

個
々
の
集
落
の
活
動
に

も
限
界
が
生
じ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
地
区

公
民
館
の
区
域
を
ま
と
ま

り
と
す
る
新
し
い
地
域
組

織
に
よ
る
活
動
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
地
区
公
民
館
を
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
変
更
し
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
住
民
や
地
域
の
団

体
な
ど
の
参
画
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
立
ち

上
げ
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
、
公
民
館
の

生
涯
学
習
活
動
を
含
め
、

地
域
が
求
め
る
こ
と
を
選

択
し
、
実
現
で
き
る
体

制
・
環
境
を
整
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
地
域
が
自

ら
考
え
、
自
ら
行
動
す
る

地
域
自
治
を
基
本
と
し
て
、

市
が
そ
れ
に
連
携
、
協
力

す
る
形
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

に
表
す
と
下
図
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

「新しい地域コミュニティ」イメージ図

これからの形 現状

▲昨年7月に開催の「新しい地域コミュニティづくり研
修会」には多くの方が参加しました

　
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

地
域
と
市
の
関
係
は

こ

　 

の
イ
メ
ー
ジ
は

そ
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平
成
25
年
7
月
、「
新
し
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
か
ら

の
豊
岡
に
お
け
る
地
域
の
仕
組
み

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
委

員
長
は
、
島
根
大
学
准
教
授
の
作

野
広
和
さ
ん
で
、
市
民
も
委
員
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
論

点
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
議
論
を

進
め
て
行
く
の
が
い
い
の
か
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

住
民
自
治
の
ス
タ
ー
ト

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自

分
た
ち
で
守
り
、
創
る
」と
い
う

発
想
が
住
民
自
治
の
基
本
で
す
。

　

我
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
行

政
が
住
民
の
自
治
活
動
を
リ
ー

　

ま
た
、
市
で
は
、
検
討
の
資
料

と
し
て
地
区
カ
ル
テ（
地
区
の
現

状
を
ま
と
め
る
も
の
）の
作
成
を

進
め
、
市
内
29
地
区
を
回
り
、
各

区
長
や
公
民
館
と
の
意
見
交
換
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
検
討
委
員
会
で
は
、
地

区
カ
ル
テ
な
ど
を
基
に
し
た
市
内

の
現
状
を
踏
ま
え
、
先
進
地
の
事

例
を
研
究
し
な
が
ら
、
各
項
目
に

つ
い
て
具
体
的
な
議
論
を
進
め
ま

す
。

　

先
行
実
施
す
る
地
区
を
設
定
し

な
が
ら
取
り
組
み
、
平
成
26
年
度

末
を
目
途
に
、
市
と
し
て
目
指
す

べ
き
形
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　

地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の
論
点
と

し
て
、
ま
ず
、「
地
域
の
活
動
拠
点

と
な
る
施
設
を
ど
こ
に
定
め
る

か
」、
次
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
が
立
ち
上
が
り
、
自
主
自
立

の
活
動
を
始
め
る
た
め
の「
人
的

な
支
援
や
、
財
政
的
な
支
援
の
検

討
」が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
仕
組
み
以
外
に
、「
地
域
の
中
で

の
議
論
を
ど
う
深
め
て
い
く
か
」

も
大
き
な
論
点
で
す
。

　

住
民
み
ん
な
で
考
え
、
学
び
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
は
、
研
修
会
や
意
見
交
換
の
場

を
設
け
る
な
ど
、
機
運
の
醸
成
に

努
め
ま
す
。

　

地
区
公
民
館
の
区
域
を
単
位
と

し
て
、人
口
、施
設
、地
域
の
組
織
、

活
動
な
ど
の
現
状
を
記
載
し
た
資

料
を「
地
区
カ
ル
テ
」と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ル
テ
を
作
成
す
る
た
め

に
話
し
合
う
こ
と
で
、
地
域
の
状

況
が
明
ら
か
に
な
り
、
現
状
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
こ

と
が
発
見
で
き
る
な
ど
、
情
報
を

ま
と
め
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
地

域
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

地
域
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

地
域
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
、

こ
の
検
討
の
ス
タ
ー
ト
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

▶
検
討
委
員
会
の
様
子

▶
地
区
と
の
意
見
交
換
で
地
区
カ
ル
テ
づ
く

り
を
す
る（
菅
谷
地
区
）

ド
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
住
民
か
ら
す
る
と
、

行
政
の
仕
事
を「
押
し
つ
け
ら
れ

た
」と
い
う
印
象
が
ぬ
ぐ
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
即
し
た
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
検
討
委
員
会
を
開
き
、

そ
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

が
地
域
の
課
題
を
解
決
し
や
す
く

し
た
り
、
地
域
で
の
快
適
な
暮
ら

し
を
実
現
し
た
り
す
る
た
め
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

作
野
広
和
准
教
授
の
紹
介

　

島
根
大
学
教
育
学
部
共
生
社
会

教
育
講
座
准
教
授
。
専
門
は
農
村

地
理
学
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
論
。

　

総
務
省
・
農
林
水
産
省
・
国
土

交
通
省
の
各
種
委
員
等
を
務
め
、

島
根
県
内
の
市
町
の
地
域
づ
く
り

に
も
参
画
。
自
ら
も
江
津
市
松
平

地
区
に
研
究
室
分
室「
松
平
ラ
ボ
」

を
置
き
、
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

活
動
を
展
開
中
。

　

豊
岡
市
に
お
い
て
は
、
但
東
地

域
の
地
域
づ
く
り
に
平
成
23
年
度

か
ら
関
り
、
本
年
度
か
ら
、
市
全

体
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
。

島根大学教育学部
作野広和准教授

　 
討
の
状
況
は

検

地
区
　 

ル
テ
と
は

カ

検
討
の
　 

点
は

論
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す
で
に
、
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
住
民
の
方
々
が
主
人
公
の
取

組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

■
資
母
地
区（
但
東
）

　

資
母
地
区
で
は
、平
成
25
年「
地

域
づ
く
り
の
会
・
し
ぼ
」が
発
足
。

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

た
ち
で
行
う
と
い
う
活
動
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
市
の
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
と
連
携
し
た
空
き
家
対
策

の
活
動
を
は
じ
め
、
遊
休
農
地
解

消
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
耕
作
放
棄

地
の
対
策
、
集
落
行
事
へ
の
応
援

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
宝
ま
つ
り
」は
、
地
域

を
挙
げ
て
の
手
づ
く
り
の
取
組
み

で
す
。
住
民
の
絆
を
深
め
る
も
の

と
し
て
、
平
成
25
年
に
2
回
目
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

宝
ま
つ
り
は
、
地
域
に
あ
る
宝

（
人
材
や
物
）の
発
掘
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。

▶
ま
ち
あ
る
き
で
集
落
を
巡
る（
西
気
）

■
竹
野
地
区（
竹
野
）

　

竹
野
地
区
に
あ
る
竹
野
浜
自
治

会
は
、
県
の
ふ
る
さ
と
自
立
計
画

推
進
モ
デ
ル
事
業
を
き
っ
か
け
に

計
画
を
策
定
し
、「
ロ
ジ
ナ
リ
エ

（
和
み
の
灯
り
）」、「
ブ
ラ
タ
ケ
ノ

（
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
）」、「
に
ぎ
や

か
産
直
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ロ
ジ
ナ
リ
エ
」は
竹
野
の
夏
の

風
物
詩
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
主
体
の
活
動
と
し
て
、
こ

の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点

と
な
る
場
所
探
し
や
、
地
域
の
空

き
家
調
査
な
ど
の
空
き
家
対
策
の

取
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
西
気
地
区（
日
高
）

　

西
気
地
区
で
は
、
西
気
地
区
活

性
化
委
員
会
を
組
織
し
、
現
在
、

ふ
る
さ
と
自
立
計
画
推
進
モ
デ
ル

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
3
月
末
で
西
気
小
学

校
が
閉
校
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地

域
の
将
来
を
住
民
み
ん
な
で
考
え

よ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。
西
気
小
学
校
跡
地
の

活
用
を
含
め
、「
ト
ナ
リ
の
村
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー（
ま
ち
あ
る
き
）」を
実

施
し
な
が
ら
、
地
区
の
計
画
を
策

定
中
で
す
。

　

ま
た
、
全
但
バ
ス
神
鍋
線
の
利

用
促
進
に
も
地
域
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
地
域
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
、
ま
ず
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
今
、 

　
動
中

活

▲笑顔で、気持ちを合わせて（資母）

▲温かみのある灯りがまちを彩る（竹野）

　但東地域づくり大会
■と　き　３月21日（金・祝）午後（予定）
■ところ　但東市民センター
■内　容　・基調講演　辻駒健二さん
　　　　　　広島県安芸高田市川根振興協議会会長
　　　　　・但東での取組み報告
　　　　　・パネルディスカッション
■問合せ　但東支所地域振興係☎54-1000（代）

どうぞ
お越し
ください

▲遊休農地に咲いたひまわり（資母）

▲まち歩きで地域を知る（竹野）

▲みんなで知恵を出し合う（西気）
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安
全
・
安
心
な
お
米
と
、
た
く

さ
ん
の
生
き
も
の
を
同
時
に
育
む

農
法
で
す
。

　
安
全
・
安
心
な
お
米
は
、
無
農

薬（
農
薬
を
一
切
使
用
し
な
い
）、

ま
た
は
、
農
薬
の
使
用
を
慣
行
基

準
か
ら
75
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減

し
、
化
学
肥
料
は
一
切
使
わ
ず
、

有
機
質
肥
料
の
み
で
栽
培
し
ま
す
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
と
な
る
カ
エ

ル
や
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
生
き
も
の
を
育
む
た
め
、
早
期

湛た
ん

水
・
冬
期
湛
水
や
深
水
管
理
、

中
干
し
延
期
な
ど
、
1
年
を
通
し

て
生
き
も
の
が
生
息
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
水
管
理
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
水
稲
栽
培
農
家
を
年
代
別
に
見

る
と
、
60
代
以
上
の
生
産
者
が
全

体
の
72
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

農
家
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
を
、「
よ

く
知
っ
て
い
る
」ま
た
は「
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
少
し
は
知
っ
て
い
る
」と
回
答

し
た
方
が
全
体
の
74
・
0
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
一
定
の
認
知
を
得

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」と
は
？

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
概
要

 

問
1　

居
住
地
域

 

問
2　

性
別
・
年
代

 

問
3　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

　

の
認
知
度

▽
実
施
期
間
　
平
成
25
年
6
月
〜

7
月

▽
対
象
　
水
稲
栽
培
農
家（
30

ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
者
）

　
2
3
8
4
人
　

▽
回
答
者
数
　
1
2
5
3
人

▽
回
答
率
　
52
・
6
パ
ー
セ
ン
ト

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
取
組
み
開
始
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し

ま
し
た
。
同
農
法
に
対
す
る
認
知
度
や
感
想
、
ま
た
、
同
農
法
に
取

り
組
ん
で
い
な
い
理
由
や
課
題
等
を
抽
出
し
、
今
後
の
育
む
農
法
の

普
及
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
農
林
水
産
課
環
境
農
業
推
進
係
☎
23

－

1
1
1
1

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【コウノトリ育む農法の栽培面積推移】

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200
220
240
260
280
【ha】

H15 H16 H18H17 H19 H20 H22H21 H23 H25H24

1.8
14.40.0

0.7
16.2 4.7

37.0

41.7
12.3

84.0

96.3
32.9

124.1

157.0

無農薬
減農薬

44.1

139.0

183.1 61.9

150.4

212.3
57.3

162.2

219.5
47.8

186.3

234.1
50.4

201.2

251.6
51.4

218.3

269.7

①豊岡
　33.0％

②城崎
　2.6％

③竹野
　8.1％

④日高
　22.3％

⑤出石
　15.3％

⑥但東
　18.7％

①男性
　96.0％

②女性
　3.5％

③未回答
　0.5％

②30代 0.6％

④50代
　20.2％

⑤60代
　37.1％

③40代
　4.4％

①20代 0.0％⑧未回答
　2.1％
⑦80代以上
　8.6％

⑥70代
　27.0％

【年代】 【性別】

①よく知っている
　39.4％

②聞いたことがあり、
　どのようなものか
　少しは知っている
　34.6％

③聞いたことはあるが、
　内容は知らない
　22.0％

④聞いたこともなく、
　内容も知らない
　0.5％

⑤未回答 3.5％
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T
P
P
へ
の
交
渉
参
加
を
表
明

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

い
て
調
査
し
た
結
果
、
約
半
数
の

方
が「
ブ
ラ
ン
ド
化
は
必
要
」と
回

答
し
て
お
り
、
引
き
続
き
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　「
取
り
組
ん
で
み
た
い
が
取
り

組
め
な
い
」と
回
答
さ
れ
た
方
の

阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

※
複
数
回
答
可
の
設
問
の
た
め
、

合
計
数
値
は
4
1
5
人
と
一
致

し
ま
せ
ん
。

「
早
期
湛た
ん

水
」と
は
？

　
田
植
え
の
1
カ
月
前
か
ら
田
ん

ぼ
に
水
を
張
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

エ
サ
と
な
る
た
く
さ
ん
の
生
き
も

の
を
育
む
水
管
理
の
こ
と
。

○
課
題

1
　
早
期
湛
水
・
冬
期
湛
水
等
で

隣
接
す
る
田
ん
ぼ
に
水
が
浸
み

出
す
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
近
隣

圃
場
に
迷
惑
が
掛
か
る
こ
と
も

あ
り
、
個
人
の
意
思
で
は
取
り

組
め
な
い
農
家
が
多
い
。

2
　
抑
草
対
策
な
ど
に
手
間
が
掛

か
る
と
い
う
理
由
で
取
り
組
ま

な
い
農
家
が
多
い
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
へ
の
取

組
意
向
に
つ
い
て
は
、「
取
り
組
ん

で
み
た
い
」と
回
答
し
た
方
が
全

体
の
3
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
、「
取
り

組
ん
で
み
た
い
が
取
り
組
め
な

い
」と
回
答
さ
れ
た
方
が
33
・
1

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
お
よ
そ
3

人
に
1
人
の
方
が「
取
り
組
み
た

い
」意
思
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
39
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
の

方
が「
取
り
組
み
た
く
な
い
」と
回

答
し
て
い
ま
す
。主
な
理
由
に
は
、

「
高
齢
」「
手
間
を
掛
け
た
く
な
い
」

「
兼
業
農
家
の
た
め
」「
農
地
が
少

な
い（
零
細
）」な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「
取
り
組
ん
で
み
た
い
が
取
り

組
め
な
い
」と
回
答
し
た
4
1
5

人
の
取
り
組
め
な
い
理
由
と
し

て
、
一
番
多
か
っ
た
の
が「
早
期

湛
水
が
で
き
な
い（
22
・
8
パ
ー

セ
ン
ト
）」、
次
に「
雑
草
対
策

（
18
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
）」、「
手

間
が
か
か
る（
17
・
9
パ
ー
セ
ン

ト
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
3
項
目
が
全
体
の
約
6
割

を
占
め
、
水
管
理
や
農
業
の
省
力

化
の
難
し
さ
が
伺
え
ま
す
。

 
問
4　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米　

　

の
ブ
ラ
ン
ド
化

 

問
5　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

　

の
取
組
意
向

 

問
6　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

　
へ
の
取
組
み
の
阻
害
要
因

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
拡
大
の

た
め
の
課
題
と
対
策

3
　
水
利
権（
許
可
水
利
）の
関
係

か
ら
、
冬
期
ま
た
は
田
植
え
前

の
早
期
に
取
水
で
き
な
い
地
域

も
多
い
。

4
　
原
則
と
し
て
袋
体
で
の
玄
米

出
荷
の
た
め
、
乾
燥
調
整
施
設

等
の
設
備
を
備
え
て
い
な
い
農

家
は
出
荷
で
き
な
い
。

○
対
策

1
　
点（
個
人
）で
は
な
く
、面（
集

落
）で
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。

　
　
特
に
、
地
域
農
業
の
中
心
的

役
割
を
担
う
大
規
模
農
家
、
法

人
、
営
農
組
合
等
を
中
心
に
、

周
囲
の
生
産
者
と
一
体
と
な
っ

た
取
組
み
を
推
進
す
る
。

2
　
雑
草
対
策
な
ど
の
省
力
化
を

図
る
技
術
の
導
入
を
検
討
す
る
。

3
　
水
利
権
の
関
係
か
ら
、
冬
期

や
早
期
の
取
水
が
困
難
な
地
域

に
つ
い
て
、
近
隣
河
川
か
ら
の

取
水
等
を
検
討
す
る
。

4
　
小
規
模
な
出
荷
量
で
も
、
た

じ
ま
農
協
の
カ
ン
ト
リ
ー
で
受

け
入
れ
で
き
る
よ
う
調
整
を
進

め
る
。

①ブランド化は必要
　45.3％

②ブランド化は必要ない
　3.3％

③分からない
　24.0％

④その他
　3.3％

⑤未回答
　24.1％

①取り組んで
　みたい
　3.8％

②取り組んでみたいが
　取り組めない　33.1％

③取り組み
　たくない
　39.5％

④その他未回答
　23.6％

0 50 100 150 200 300250

早期湛水不可
雑草対策
手間がかかる
収量が低い
深水管理不可
病害虫の問題
肥料代が高い
育苗不可
JA荷受体制

274 人
220 人
215 人

117 人
115 人

72人
68人
65人

53人
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仲
間
と
健
康
づ
く
り
！
運
動
教
室
の
参
加
者
募
集

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　

ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡

の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ス
タ
ジ

オ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、
温
水

プ
ー
ル
を
活
用
し
た
運
動
を
体
験

で
き
る
、
初
心
者
向
け
の
教
室
で

す
。
小
グ
ル
ー
プ
制
で
、
個
人
の

体
力
に
応
じ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
案
し
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
に
興
味
が
あ

る
、
体
力
を
維
持
し
た
い
な
ど
、

健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
皆
さ

ん
、
仲
間
と
一
緒
に
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

教
室
内
容

◇
期
間　

4
〜
9
月（
全
24
回
）

◇
対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

※
治
療
中
の
疾
患
が
あ
る
方
は
、

主
治
医
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。

◇
料
金　

月
額
千
円

◇
会
場　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

◇
定
員　

各
コ
ー
ス
20
人（
先
着

順
）

◇
コ
ー
ス　

参
加
者
の
声

・
体
を
動
か
し
た
後
の
爽
快
感
が

気
持
ち
い
い
。

・
最
初
は
プ
ー
ル
に

入
る
こ
と
に
抵

抗
が
あ
っ
た
が
、

や
っ
て
み
る
と
楽
し
か
っ
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

教
室
参
加
者

を
対
象
に
、
毎

月
1
回
金
曜
日
、

ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
を
開
催
し
ま

す（
希
望
者
）。

◇
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後

1
時
30
分

◇
内
容　

調
理
実
習
、
栄
養
士
の

講
話

◇
料
金　

千
円（
全
6
回
コ
ー
ス
）

「
は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」共
通

◇
申
込
期
間　

2
月
5
日（
水
）

〜
25
日（
火
）

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事

業（
月
5
0
0
ポ
イ
ン
ト
）

※
教
室
を
終
了
後
、
1
年
が
経

過
し
て
い
る
方
は
再
度
参
加

可
能
で
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ

　

健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

　

☎
24

1
1
2
7

　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
週
1
回
の
教
室
と

自
宅
で
行
う
運
動
教
室
で
す
。
3

日
坊
主
だ
っ
た
運
動
を
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
コ
ツ
を
伝
え
ま
す
。

特
徴

①
効
果
が
出
や
す
く
、
か
つ
安
全

に
行
え
ま
す
！

　

簡
単
な
体
力
測
定
と
普
段
の
活

動
量
か
ら
、
個
別
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
案
し
ま
す
。

②
効
果
と
や
る
気
を「
見
え
る
化
」

で
サ
ポ
ー
ト
！

　

専
用
の
歩
数
計
を
使
用
し
、
活

動
量
や
体
の
変
化
を
グ
ラ
フ
化
す

る
な
ど
、
デ
ー
タ
を
目
に
見
え
る

形
で
提
供
し
ま
す
。

教
室
内
容

◇
期
間　

4
〜
9
月（
全
24
回
）

◇
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

※
た
だ
し
、
整
形
・
循
環
器
疾
患

等
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
の

許
可
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

◇
料
金　

月
額
千
円

※
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
歩
行
を

中
心
と
し
た
有
酸
素
運
動
と
筋

ト
レ
で
、
自
宅
と
教
室
で
行
い

ま
す
。
教
室
で
の
有
酸
素
運
動

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

コース 時間

月曜日 14：00～15：30

火曜日 10：30～12：00

水曜日 14：00～15：30

金曜日 ９：30～11：00

■会場・定員等
地域 会場 曜日 時間帯 定員（先着順）

竹野
竹野健康福祉センター 木 10：00～12：00 18人

北前館 水 13：30～15：00 15人

日高 日高健康福祉センター 火 13：30～15：30 18人

出石 出石健康福祉センター 金 13：30～15：00 10人

但東 但東健康福祉センター 火 10：00～12：00 18人

▲金曜日コースの皆さん

▲「筋力トレーニング」の風景
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毎
月
第
2
水
曜
日
は

　

豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　

第
17
回
は
2
月
12
日（
水
）

12
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

16
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

2
人

・
参
加
総
数

：

1
5
0
人

◆
事
業
所
の
方
も
個
人
の
方
も
、

ぜ
ひ
、
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
、
市
民
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
の
対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

◆
一
般
の
部

昨
年
の
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
春
に
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ピ
コ
タ
ン
）

こ
の
チ
ラ
シ
裏
が
白
い
ぞ
メ
モ
用

紙　
　
　
　
　
　
（
竹
重
登
美
子
）

エ
コ
の
目
で
見
れ
ば
使
え
る
食
べ

ら
れ
る　
　
　
　
　
（
竹
重
満
夫
）

節
電
で
暖
房
ケ
チ
っ
て
医
者
通
い

　
　
　
　
　
（
お
散
歩
お
じ
さ
ん
）

捨
て
る
ア
ホ
拾
っ
て
使
う
抜
け
目

な
さ　
　
　
　
　
　
（
竹
村
博
治
）

こ
の
頃
は
残
さ
な
い
宴
名
幹
事　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
崎　

信
）

残
り
湯
を
洗
濯
機
へ
と
仕
分
け
す

る　
　
　
　
　
　
　
（
橘
か
お
る
）

も
っ
た
い
な
い
地
球
を
守
る
魔
法

の
言
葉　
　
　
　
　
（
橘　

俊
行
）

も
っ
た
い
な
い
心
一
つ
に
ま
と

ま
っ
た　
　
　
　
　
　
（
ひ
よ
り
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

妹
に
見
せ
た
か
っ
た
な
こ
の
景
色

　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
ロ
ス
ケ
）

チ
ラ
シ
見
て
買
い
す
ぎ
最
後
は
ゴ

ミ
に
な
る　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

買
い
す
ぎ
て
捨
て
る
食
べ
物
も
っ

た
い
な
い　
　
　
（
野
口
真
由
佳
）

買
い
す
ぎ
た
た
だ
よ
り
安
い
物
は

な
い　
　
　
　
　
（
野
竿
麻
紀
穂
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

『
健
康
診
断（
健
診
）』

の
ス
ス
メ

は
、
北
前
館
・
出
石
会
場
は
踏

み
台
運
動
、
そ
の
他
の
会
場
は

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で
す
。

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
体
験
会

　

教
室
で
行
っ
て
い
る
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
、
筋
肉
率
や
体
年
齢
な
ど

の
体
組
成
測
定
も
行
い
ま
す
。

◇
内
容（
※
全
会
場
共
通
）

・
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
の
概
要
紹
介

・
運
動
体
験（
簡

単
筋
ト
レ
・
有

酸
素
運
動
）

・
体
組
成
測
定

・
教
室
見
学

◇
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

◇
そ
の
他　

お
茶
な
ど
の
飲
み
物

を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服
装

と
上
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

会場 開催日 時間
出石健康福祉
センター １月31日（金）13：30～15：00

但東健康福祉
センター ２月４日（火）10：00～11：30

日高健康福祉
センター ２月４日（火）13：30～15：00

北前館 ２月５日（水）13：30～15：00

●
健
診
っ
て
何
？

　

健
康
診
断（
健
診
）は
、
自
覚
症

状
の
な
い
と
き
に
、
自
分
の
健
康

状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
、
隠
れ
た
病
気
の
発
見
の
た

め
に
受
け
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
か
ら
だ
を
車
に
例
え

る
と『
健
診
』は『
車
検
』に
当
た
り

ま
す
。
健
康
管
理
の
た
め
に
、
定

期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

手
軽
に
健
診
を
受
け
た
い
方
は

市
の「
す
こ
や
か
市
民
健
診
」、
働

い
て
い
る
方
は「
職
場
健
診
」、
よ

り
詳
し
い
検
査
を
受
け
た
い
方
は

医
療
機
関
の「
人
間
ド
ッ
ク
」を
受

け
る
な
ど
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

※
市
で
は
毎
年「
す
こ
や
か
市
民

健
診
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
2
月
25
日
発
行
の

市
広
報
紙
と
同
時
配
布
す
る
ち

ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
血
液
検
査
を
受
け
よ
う

　

す
こ
や
か
市
民
健
診
の
血
液
検

査
は
、
20
〜
39
歳
の
方
・
40
〜
74

歳
の
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
・
75
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

血
液
検
査
で
は
、
脂
質
異
常
症

や
糖
尿
病
、
肝
機
能
や
腎
機
能
の

異
常
、
痛
風
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
危
険
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

一
口
に
血
液
検
査
と
い
っ
て
も
、

検
査
項
目
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
医

療
機
関
で
定
期
的
に
血
液
検
査
を

受
け
て
い
る
方
は
、
検
査
項
目
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う

　

日
本
人
の
2
人
に
1
人
が『
が

ん
』に
な
り
、
3
人
に
1
人
が『
が

ん
』で
死
亡
し
て
い
ま
す
。『
が
ん
』

は
、
決
し
て
ひ
と
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

す
こ
や
か
市
民
健
診
の
が
ん
検

診
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
年
齢
の
豊

岡
市
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

無
症
状
の
う
ち
に
が
ん
を
早
期

に
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
早
く
治
療
す
る
こ
と
で
、

死
亡
の
危
険
度
を
軽
減
で
き
ま
す
。

●
と
て
も
お
得
！

す
こ
や
か
市
民
健
診

　

す
こ
や
か
市
民
健
診
の
受
診
料

金
は
、
全
て
の
受
診
項
目
で
、
市

が
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
す
こ
や
か
市

民
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》

　

健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

がん検診
イメージキャラクター
「雁［がん］」と「癌
［がん］」を「検診
［けんしん］」と「（上
杉）謙信［けんしん］」
をかけています。

さぁ、あなたも家族のため、
自分のために、

年に１度、がん検診を受けましょう！
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る
納
付
書
で
、
4
月
30
日（
水
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替
…
指
定
さ
れ
た
口
座

か
ら
4
月
30
日（
水
）に
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
6
カ
月

前
納
の
方
の
2
回
目
の
振
替
日

は
、
10
月
31
日（
金
）で
す
。

※
現
金
払
い
の
場
合
、
希
望
に
よ

り
、
任
意
の
月
分
か
ら
年
度
末

ま
で
の
保
険
料
を
前
納（
割
引

あ
り
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
専
用
の
納
付
書

が
必
要
で
す
の
で
、
豊
岡
年
金

事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
に

は
、「
毎
月
納
付
」と
、
6
カ
月
分
、

1
年
分
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る

「
前
納
」が
あ
り
ま
す
。
前
納
制
度

を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が
割
り

引
か
れ
て
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
割
引

額
が
多
く
な
り
ま
す
。

※
2
年
前
納
が
4
月
か
ら
始
ま
り
、

さ
ら
に
割
引
額
が
多
く
な
り
ま

す
。

●
前
納
に
よ
る
割
引
額

　

平
成
26
年
度
の
保
険

料
や
割
引
額
は
ま
だ
未

定
の
た
め
、
平
成
25
年

度
の
保
険
料
額
を
元
に
し
た
目
安

額
を
紹
介
し
ま
す（
表
1
）。

▽
前
納
の
申
込
方
法
・
期
限

・
現
金
…
申
込
み
は
不
要
で
す
。

・
口
座
振
替
…
希
望
す
る
金
融
機

関
の
窓
口
ま
た
は
豊
岡
年
金
事

務
所
で
2
月
28
日（
金
）ま
で
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座

振
替
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
ま

た
は
各
支
所
の
年
金
窓
口
に
も

置
い
て
い
ま
す
。

▽
前
納
の
支
払
期
日
・
方
法

・
現
金
…
4
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ

　

平
成
25
年
6
月
1
日
か
ら
、
眼

の
障
害
認
定
基
準
が
改
正
さ
れ
ま

し
た（
表
2
）。
視
野
の
障
害
の
2

級
の
基
準
が
一
部
追
加
さ
れ
た
た

め
、
今
ま
で
該
当
し
な
か
っ
た
方

が
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
年
金
の
等
級
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
等
級
と
異
な
り
ま

す
。
自
身
の
障
害
の
状
態
は
、

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

障
害
年
金
受
給
に
は
、
障
害
の

状
態
の
ほ
か
に
初
診
日
に
お
け
る

年
齢
や
加
入
年
金
制
度
、
保
険
料

納
付
要
件
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
豊
岡
年
金
事
務
所

に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
学
生
や
専

門
学
校
生
な
ど

も
20
歳
か
ら
国

民
年
金
に
加
入

し
ま
す
。
加
入

し
た
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
大
学

生
な
ど
本
人
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
、
そ
の
期

間
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例
申
請
は
、
平
成
26
年
4
月

30
日
ま
で
市
役
所
、
各
支
所
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
の

方
は
早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

在
学
証
明
書（
原
本
）ま
た
は
学
生

証
の
コ
ピ
ー（
両
面
）の
添
付
が
必

要
で
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
な

く
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金

と
い
っ
た
保

障
の
年
金
が
あ
り
ま
す
。
不
慮
の

事
故
な
ど
に
備
え
て
、
保
険
料
が

未
納
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
納
付

が
困
難
な
時
は
納
付
猶
予
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
納
付
は
口
座
振
替
・

前
納
が
お
得
で
す

障
害
年
金
視
野
の
障
害
の

認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
は

済
ん
で
い
ま
す
か

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
2
月
8
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
2
月
3
日
、
10
日
、
17
日
、
24

日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈表１〉
納付方法 １カ月 ６カ月 １年分 ２年分

現金支払い
（月々） 15,040円 90,240円 180,480円 360,960円

現金支払い
（前納）
［割引額］

89,510円
［730円］

177,280円
［3,200円］

口座振替
（前納）
［割引額］

14,990円
（※早割）
［50円］

89,210円
［1,030円］

176,700円
［3,780円］

346,600円
［14,360円］

※口座振替による毎月納付の早割は、随時受け付けています。

〈表２〉
視野障害の状態

改正前 両眼の視野が５度以内（Ⅰ/２視標）

改正後

（1）両眼の視野が5度以内（Ⅰ/２視標）
（2）次のいずれにも該当する場合
　①両眼の視野が10度以内（Ⅰ/４視標）
　②中心10度以内の８方向の残存視野

のそれぞれの角度の合計が56度以
下（Ⅰ/２視標）
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い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
管
理
で
は
、
豊
岡

市
の
ほ
か
、
香
美
町
、
養
父
市
、

朝
来
市
、
宝
塚
市
な
ど
近
隣
の
自

治
体
で
業
務
を
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。

̶

省
エ
ネ
型
水
処
理
施
設
と
は
？

　

具
体
的
な
名
称
は「
ノ
ッ
チ
チ

ェ
ー
ン
式
汚お

泥で
い

掻か
き

寄よ
せ

機き

」と
い
い

ま
す
。
下
水
を
処
理
す
る
段
階
で
、

沈
殿
池
に
た
ま
っ
た
汚
泥
を
掻
き

̶

事
業
の
内
容
は
？

　

当
社
は
、
水
処
理
に
関
す
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。
主
に

自
治
体
が
行
っ
て
い
る
上
下
水
道

事
業
や
ご
み
処
理
事
業
に
関
す
る

仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
地
域
に
も
、
浄
水
場
や
下

水
処
理
場
、
ご
み
処
理
場
な
ど
の

環
境
衛
生
に
関
す
る
施
設
が
あ
り

ま
す
。

　

浄
水
場
で
は
、
安
全
で
安
心
な

水
を
作
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
水
処
理
場
で
は
、
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
多
く
の

工
程
を
経
て
下
水
を
無
害
化
す
る

処
理
を
し
て
い
ま
す
。
ご
み
処
理

場
も
同
様
で
す
。

　

当
社
で
は
、
こ
れ
ら
の
設
計
・
施

工
・
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

̶

事
業
の
実
績
は
？

　

建
設
工
事
で
は
、
豊
岡
市
を
は

じ
め
、
東
は
東
京
都
か
ら
西
は
山

口
県
ま
で
の
地
方
自
治
体
で
、
施

設
の
設
計
・
施
工
な
ど
を
行
っ
て

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

O
E
S
ア
ク
ア
フ
オ
ー
コ
株
式
会
社（
神
美
台
）

̶

省
エ
ネ
型
水
処
理
施
設
の
設
計・
製
造・
施
工

̶

企業紹介

寄
せ
ま
す
。
そ
の
際
に
、
掻
寄
フ

ラ
イ
ト
と
い
う
板
状
の
も
の
を
、

チ
ェ
ー
ン
で
動
か
し
て
掻
き
寄
せ

ま
す
。
こ
の
チ
ェ
ー
ン
は
、
鉄
製

の
も
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
当

社
の
商
品
は
樹
脂
製
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
汚
泥
掻
寄
機
の
消
費
電

力
が
3
分
の
1
に
な
り
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
削
減
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
の
寿
命
が
長

い
の
で
、
廃
棄
物
削
減
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
低
減
で
き
ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
?

　

昨
年
、
本
社
を
大
阪
か
ら
豊
岡

市
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
豊
岡
市
か
ら
全
国
を

相
手
に
商
売
を
展
開
し
、
地
元
経

済
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
従
業
員
の
過
半
数
は
豊

岡
市
民
で
、
今
後
も
積
極
的
に
豊

岡
の
方
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
機
械
・
電
気
専
攻

の
高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
大
学

で
学
ん
だ
豊
岡
の
若
者
が
、
当
社

に
就
職
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
29

5
2
1
0

　

http://w
w
w
.acquafuoco.co.

jp/

○39

　

昨
年
の
プ
ロ
野
球
は
、「
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
」が
、

設
立
9
年
目
に
し
て
初
の
リ
ー
グ

優
勝
、
そ
し
て
日
本
一
と
な
り
ま

し
た
。
球
団
設
立
か
ら
約
10
年
の

歳
月
を
か
け
て
、
勝
て
る
チ
ー
ム

を
作
っ
て
き
た
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
会
社
に
置
き
換
え
て
見

る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
従
業
員（

=

選
手
）は
、
会
社（

=

チ
ー
ム
）の

売
上
・
利
益
増
加（
成
績
向
上
）と

い
う
目
標
の
た
め
、
日
々
、
仕
事

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

年
月
が
経
過
す
る
と
、
従
業
員

の
経
験
な
ど
で
会
社
は
成
熟
し
ま

す
が
、
人
員
構
成
を
変
え
な
い
と
、

従
業
員
の
高
齢
化
や
技
術
の
承
継

な
ど
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
会
社
全
体
が
高
齢
化

す
る
前
に
、
10
年
後
の
会
社
の
人

員
構
成
な
ど
を
考
え
る
こ
と
は
、

将
来
の
会
社
の
方
向
性
を
判
断
す

る
こ
と
に
大
変
有
効
で
す
。
こ
れ

は
、
会
社
経
営
上
常●

に●

重
要
で
す
。

　

会
社
の
10
年
後
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
、
あ
え
て「
新
た
な
分
野
へ

の
投
資
」や「
競
争
の
少
な
い
分
野

へ
の
業
態
の
シ
フ
ト
」な
ど
、
事

業
の
方
向
性
に
関
わ
る
も
の
か
ら
、

「
新
製
品
の
開
発
や
設
備
の
更
新
」

や「
若
手
社
員
の
育
成
」、「
退
職
金

準
備
」な
ど
、
事
業
の
継
続
性
に

関
わ
る
も
の
ま
で
、
幅
広
い
準
備

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
10
年
後
と

い
う
未
来
の
視
点
で
自
社
を
見
つ

め
直
す
と
、
今
や
る
べ
き
こ
と
や

優
先
順
位
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
事
業
承
継
」も
事
業
の
継
続
性

に
お
い
て
検
討
が
必
要
と
な
る
も

の
の
一
つ
で
す
。

　

年
に
一
度
は
10
年
後
の
会
社
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

時
に
、「
経
営
者
の
引
退
」や「
後

継
者
問
題
」が
頭
に
浮
か
ん
だ
ら
、

ぜ
ひ
、「
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

 

【
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
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4
8
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事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑩

　
　
10
年
後
の
会
社
を
想
像
す
る

▲ノッチチェーン式汚泥掻寄機



　

12
月
16
日
、
市
街
地
循
環
バ
ス

「
コ
バ
ス
」Ｂ
ル
ー
ト
の
車
両
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

車
体
色
は
清
ら
か
な
豊
岡
の
空

を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
ラ
イ
ト
ブ
ル

ー
」で
、車
体
に
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
黒
田
征
太
郎
さ
ん
が
描
い

た
絵
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

【
車
両
の
特
徴
】

1　

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ（
低
床
型
）バ

ス
で
、
乗
降
が
楽
に
で
き
ま
す
。

2　

ス
ロ
ー
プ
板
を
装
着
す
る
こ

と
で
、
車
椅
子
の
乗
降
も
で
き

　

12
月
20
日
、 

豊
岡
市
と
み
の
る

産
業
株
式
会
社（
本
社
・
岡
山
県

赤
磐
市
）は
、コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、栽

培
技
術
支
援
等
を
連
携
し
て
推
進

す
る
旨
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法（
無
農

薬
栽
培
）の
さ
ら
な
る
推
進
に
は
、

雑
草
対
策
に
非
常
に
手
間
が
掛
か

る
こ
と
や
収
量
が
少
な
い
こ
と
が

懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
協
定
が
、
除
草
対
策
な
ど
の

ま
す
。

3　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
・

シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
、
排
出
ガ

ス
や
騒
音
を
抑
え
ま
す
。

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
実
証
ほ
場
で
使
用
す

る
農
機
具
な
ど
の
展
示
・
説
明
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、
安
倍
晋
三
首
相
夫

人
の
昭
恵
さ
ん
が
来
訪
し
、
本
市

の「
環
境
と
経
済
が
共
鳴
す
る
ま

ち
づ
く
り
」を
視
察
し
ま
し
た
。

　

神
鍋
高
原
で
炭
焼
き
を
し
て
い

る
田
沼
光こ
う

詞じ

さ
ん
は
、
白
炭
の
性

質
や
炭
の
生
産
が
間
伐
の
推
進
と

建
築
廃
材
く
ず
な
ど
の
減
少
に
つ

な
が
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米

の
生
産
者
・
青
山
直
也
さ
ん
の
神

鍋
高
原
の
田
ん
ぼ
を
訪
問
。
青
山

さ
ん
は
、
な
ぜ
、
手
間
の
掛
か
る

こ
の
米
の
生
産
に
こ
だ
わ
る
の
か

な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

（
祥
雲
寺
）で
、
中
貝
市
長
が
コ
ウ

ノ
ト
リ
野
生
復
帰
事
業
の
紹
介
を

し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
生

産
者
の
畷な
わ
て　

悦
喜
さ
ん
と
根
岸
謙

次
さ
ん
が
、
田
ん
ぼ
の
生
物
の
数

が
桁
違
い
に
増
え
た
こ
と
、
水
の

管
理
の
苦
労
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

地
場
産
業「
か
ば
ん
」の
視
察
で

は
、
鞄
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
由
利
佳
一

郎
さ
ん
と
交
流
。

　

最
後
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来

で
地
域
が
変
わ
っ
た
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ

の
戸
島
湿
地（
城
崎
町
今
津
）と
田

結
湿
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

昭
恵
さ
ん
は「
自
然
環
境
を
守

る
大
切
さ
を
、
人
間
が
コ
ウ
ノ
ト

リ
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
人

と
自
然
が
共
生
し
て
い
る
風
景
に

癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
と
経
済

の
共
鳴
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復

帰
の
取
組
み
で
、
豊
岡
市
は
世
界

の
モ
デ
ル
に
な
れ
ま
す
。
も
っ
と
、

積
極
的
に
情
報
発
信
を
し
て
ほ
し

い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
取
組
み
が
進
め
ば
、

全
国
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
」と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
12
月
】

13
日
・「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」

掲
載
記
念「
豊
岡
・
城
崎

温
泉
」の
魅
力
を
伝
え
る

ソ
ワ
レ（
夜
会
）開
催

16
日
・
内
閣
総
理
大
臣
夫
人　

安

倍
昭
恵
さ
ん
豊
岡
市
視
察

　
　

・「
コ
バ
ス
」Ｂ
ル
ー
ト
で
新

車
両
運
行
開
始

17
日
・
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー
プ
レ
事
業
〜「
平
田
オ

リ
ザ
ま
ち
か
ど
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
」と「
平
田
オ
リ
ザ
小

学
校
演
劇
モ
デ
ル
授
業
」

（
〜
18
日
）

18
日
・
第
15
回
人
間
サ
イ
ズ
の
ま

ち
づ
く
り
賞「
ま
ち
な
み
建

築
部
門
」で
豊
岡
市
役
所

が
知
事
賞
受
賞
・
表
彰
式

　
　

・
伊
豆
大
島
等
台
風
26
号
災

害
義
援
金
送
金

20
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
を

柱
と
し
た
有
機
農
業
の
推

進
に
関
す
る
協
定
締
結

22
日
・
韓
国
大
学
生
等
の
環
境
学

習
受
入

27
日
・
市
役
所
仕
事
納
め
式

【
１
月
】

6
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　

・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

12
日
・
豊
岡
市
成
人
式

▲大空を舞うコウノトリ
に感動する安倍昭恵さ
ん（右）

▲みのる産業株式会社代
表取締役の生

いく

本
もと

純一さ
ん（右）と中貝市長

▲中貝市長（左）から運転手に車両
キーの贈呈

市
街
地
循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」Ｂ
ル
ー
ト

新
車
両
の
運
行
を
開
始

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
を
柱
と
し
た
有
機
農
業
の

推
進
に
関
す
る
協
定
」調
印
式
の
開
催

安
倍
首
相
夫
人
の
昭
恵
さ
ん
が
豊
岡
市
に
来
訪

「
環
境
と
経
済
の
共
鳴
」を
視
察
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「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
」で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
暮
ら
す
」で
す
。
健
康

は
、
自
分
の
こ
と
で
す
。
自
分
の

た
め
に
歩
く
の
だ
、
と
覚
悟
を
求

め
て「
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く

り
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

私
も
公
用
車
の
迎
え
を
断
り
、

朝
50
分
の
道
を
歩
い
て
出
勤
し
て

い
ま
す
。
走
っ
た
り
泳
い
だ
り
し

て
暮
ら
す
人
も
、
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
筑
波
大
学
の
久く

野の

譜し
ん

也や

准
教
授（
当
時
）と
の
会
話
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
の

大
切
さ
を
懸
命
に
訴
え
て
き
た
が
、

事
態
が
一
向
に
動
こ
う
と
し
な
い
、

と
言
う
先
生
に
、
こ
う
答
え
ま
し

た
。「
日
本
を
い
き
な
り
変
え
よ
う

と
し
て
も
、
大
き
す
ぎ
て
絶
望
的

で
す
。
県
で
も
同
じ
で
す
。
で
も
、

市
町
村
な
ら
、
ト
ッ
プ
が
そ
の
気

に
な
れ
ば
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
豊
岡
が
変
わ
り
、
三
条
市
が

変
わ
り
、
見
附
市
が
変
わ
る
。
結

果
を
出
し
て
、
そ
の
総
和
と
し
て

日
本
が
変
わ
る
。
こ
れ
な
ら
で
き

ま
す
」。

　

平
成
21
年
11
月
、
9
人
の
市
長
、

4
人
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
健
康

政
策
の
首
長
研
究
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
①
科
学
的
な
証
拠
に

基
づ
い
て
進
め
る
②
健
康
に
関
心

の
な
い
大
多
数
の
人
た
ち
を
巻
き

込
む
③
歩
道
や
美
し
い
景
観
、
公

共
交
通
が
あ
れ
ば
人
は
歩
く
。
よ

っ
て
、
都
市
政
策
も
重
視
す
る

│
を
柱
に
し
て
い
ま
す
。
今
で

は
、
全
国
19
人
の
市
町
長
が
参
加

し
、
研
究
者
、
企
業
、
国
の
省
庁

も
一
緒
に
な
っ
て
健
康
政
策
を
研

究
し
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、
市
の
部
長
か
ら
報
告

を
受
け
ま
し
た
。「
桑
野
本
区
の
住

民
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
、
表
情

や
元
気
が
違
う
と
、
森
本
診
療
所

の
医
師
か
ら
聞
き
ま
し
た
」

　

桑
野
本
は
、健
康
づ
く
り
モ
デ
ル

地
区
の
一
つ
で
す
。
う
れ
し
い
報

告
で
し
た
。
村
人
が
出
会
う
と
歩

数
計
を
見
せ
合
う
の
が
あ
い
さ
つ
代

わ
り
だ
と
か
。
健
康
づ
く
り
の
成

果
は
、
数
値
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
円
山
川
の
堤
防
を
歩
い

て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
追
い
つ
い

て
き
た
男
性
が
話
し
掛
け
て
き
ま

し
た
。「
ラ
ジ
オ
で
市
長
が
歩
こ
う
、

と
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
私

も
始
め
ま
し
た
。
毎
日
1
時
間
歩

い
て
快
調
で
す
」「
わ
お
！
」

　

歩
け
る
人
、
歩
く
べ
し
。
で
す
。

歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り 75

　

12
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト（
東
京
都
）で
、

日
本
最
大
級
の
環
境
展
示
会「
エ

コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
3
」が
開

催
さ
れ
、
豊
岡
市
は
、
株
式
会
社

カ
ネ
カ
と
と
も
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

本
市
ブ
ー
ス
で
は
環
境
経
済
事

業
に
取
り
組
む
市
内
企
業
6
社
が

製
品
の
展
示
、
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
約
千
人
が
足
を
止
め
、
説
明

を
聞
き
、
23
件
の
商
談
に
結
び
つ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
催
者
が
お
薦
め
ブ
ー

ス
を
案
内
す
る「
会
場
内
エ
コ
ツ

ア
ー
」の
訪
問
先
に
豊
岡
市
ブ
ー

ス
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア

ー
で
本
市
ブ
ー
ス
に
来
訪
し
た
約

1
4
0
人
に
は
、
出
展
企
業
の
紹

介
だ
け
で
な
く
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
や
環
境
経
済
戦
略
な
ど
の

本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
、
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
予

定
の
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

プ
レ
事
業
と
し
て
、「
平
田
オ
リ

ザ
ま
ち
か
ど
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」を

11
・
12
月
に
開
催
し
ま
し
た
。　

　

12
月
は
、
川
上
弘
美
さ
ん
の
作

品「
ク
リ
ス
マ
ス
」を
、
女
優
の
兵

藤
公
美
さ
ん
が
、
登
場
人
物
を
個

性
豊
か
に
表
現
し
、
大
人
の
ク
リ

ス
マ
ス
を
演
出
し
ま
し
た
。

　

第
3
回
は
、
12
月
17
日
に
城
崎

町
の
ホ
テ
ル
で
、
第
4
回
は
18
日

に
同
町
の
お
寺
で
開
催
し
、
両
日

と
も
、
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
と
中
貝

市
長
が
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、

同
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
展
望
な
ど

を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
日
に
は
、「
平
田
オ
リ

ザ
小
学
校
演
劇
モ
デ
ル
授
業
」を

城
崎
小
学
校
で
、
同
校
6
年
生
を

対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
地
元
の
子
ど

〜
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
プ
レ
事
業
〜

「
平
田
オ
リ
ザ
ま
ち
か
ど
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」と「
平
田
オ
リ
ザ
小
学
校
演
劇
モ
デ
ル
授
業
」開
催

〜
環
境
経
済
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
の
た
め
に
〜

「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
３
」に
出
展

▲豊岡市ブースの様子
▲平田オリザさんの演劇授業
を真剣に受ける児童たち

▲作品を読む兵藤公美
さん

も
た
ち
に
、
演
劇
を
通
し
て
、
豊

か
な
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

催
し
た
も
の
で
す
。
児
童
ら
は
、

自
分
た
ち
で
脚
本
を
作
り
、
配
役

を
決
め
て
演
じ
て
い
ま
し
た
。
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　「
新
し
い
形
を
取
り
入
れ
た
い
」と
、
野
菜
づ
く
り
に
面

白
さ
を
プ
ラ
ス
す
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

留と
め

田だ

幸ゆ
き

大ひ
ろ

さ
ん（
35
歳
）気
比

お
い
し
い
料
理
に
心
地
よ
い
音
楽
！

新
た
な
形
で
野
菜
の
魅
力
を
伝
え
た
い
！農作業体験

多
彩
な
趣
味
も
器
用
に
！

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ア
カ
ペ
ラ
、

音
楽
バ
ン
ド
な
ど
の
活
動
を
続
け

て
い
る
留
田
さ
ん
。
野
菜
の
栽
培

も
収
穫
も
一
段
落
し
た
今
の
時
期

は
、
神
鍋
高
原
で
ス
キ
ー
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。

「
万
場
ゲ
レ
ン
デ
の
関
係
者
と
顔

見
知
り
に
な
り
、
今
冬
、
や
っ
て

み
な
い
か
、
と
の
こ
と
で
…
。
教

え
ま
す
よ
、初
心
者
大
歓
迎（
笑
）」。

　

多
彩
な
趣
味
を
称
賛
す
る
と
、

「
ど
れ
も
が
中
途
半
端
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
ど
れ
か
一
つ
を
極
め

た
方
が
良
い
で
す
」と
の
返
答
。

飽
く
な
き
追
求
心

　

留
田
さ
ん
は「
今
年
は
、
地
元

の
気
比
を
野
菜
で
盛
り
上
げ
た
い

で
す
」と
語
り
ま
す
。
他
に
も「
栽

培
し
た
野
菜
を
宅
配
セ
ッ
ト
で
買

え
る
よ
う
に
し
た
い
」「
取
引
先
の

レ
ス
ト
ラ
ン
や
、
い
ろ
い
ろ
な
方

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
共
同
開
発
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
作
り
た

い
」な
ど
、
追
求
心
は
旺
盛
。「
レ

ス
ト
ラ
ン
の
料
理
に
、
自
分
の
名

前
が
入
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
で

き
れ
ば
」と
密
か
な
期
待
も
。

　
「
今
後
も
、
野
菜
を
使
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
創
造
す
る『
野

菜
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』で
あ
り
た
い
」

と
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま
す
。

音楽と料理の共演

『
人
が
笑
顔
に
な
る
』を
形
に
し

た
の
が
、
音
楽
と
料
理（
自
家
栽

培
し
た
野
菜
を
使
用
）と
を
絡
め

た
イ
ベ
ン
ト「
音お
ん

食し
ょ
く

」で
す
。
自

身
が
名
付
け
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

平
成
25
年
に
は
、
毎
月
1
回
、
取

引
先
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
自
ら
の
畑

で
開
催
さ
れ
た
と
か
。
さ
ぞ
か
し

思
い
通
り
に
事
が
運
ん
で
い
る
の

か
と
思
い
き
や
、
本
人
は「
こ
ん

な
こ
と
が
し
た
い
な
、
と
思
い
付

く
ば
か
り
で
、
ボ
ツ
に
な
っ
た
企

画
も
多
い
。
誰
か
に
背
を
押
し

て
も
ら
わ
な
い
と
…
」と
苦
笑
い
。

一
方
で
、「
自
分
一
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
。
周
囲
の
方
々
の
理
解
と

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
あ
り
が
た

い
で
す
」と
賛
同
者
に
感
謝
し
き

り
で
す
。

自
分
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
た
い

　

野
菜
を
ス
ー
パ
ー
に
卸
す
で
も
、

大
量
生
産
す
る
で
も
な
い
。
栽
培

中
に
病
気
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
り
、

成
育
が
遅
か
っ
た
り
す
れ
ば
、
農

薬
や
化
学
肥
料
も
使
う
。
留
田
さ

ん
は「
他
と
差
別
す
る
た
め
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
で
あ
ま
り
見
な
い
品

種
を
栽
培
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
将

来
、
自
家
採
種
し
て
い
る
も
の
を

自
分
ブ
ラ
ン
ド
に
で
き
れ
ば
こ
の

上
な
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
「
自
ら
が
栽
培
し
た
野
菜
を
食

べ
て
も
ら
い
、〝
お
い
し
か
っ
た
〞

と
言
っ
て
も
ら
う
に
は
、
野
菜
に

何
か
を
プ
ラ
ス
し
て
、
楽
し
み
や

喜
び
を
提
供
し
た
い
と
常
に
考
え

て
い
ま
す
。『
人
が
笑
顔
に
な
る
』

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
」と
話
す
の

は
、
気
比
で
野
菜
作
り
を
し
て
い

る
留
田
幸
大
さ
ん
。

　

単
に
野
菜
を
作
っ
て
売
る
だ
け

で
な
く
、
野
菜
の
魅
力
を
ど
う
伝

え
る
か
。
イ
チ
ゴ
狩
り
や
イ
モ
掘

り
な
ど
も
含
め
、
面
白
い
こ
と
を

求
め
て
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。

人
を
笑
顔
に
す
る
も
の
…

野
菜
を
軸
に
し
た
楽
し
い
企
画
を
！

　

実
家
が
農
業
を
し
て
い
た
わ
け

で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
職
に
就
い

て
い
た
留
田
さ
ん
。
農
業
の
イ

メ
ー
ジ
を「
大
変
な
面
は
あ
る
が
、

こ
う
だ
!
と
考
え
た
こ
と
は
な

い
」と
言
い
、「
自
分
な
り
に
、
新

し
い
形
で
野
菜
を
活
用
で
き
れ
ば
、

と
い
う
思
い
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　

野
菜
作
り
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
は
、
地
に
足
を
付
け
た
仕
事
を

し
た
か
っ
た
、
周
囲
の
畑
で
耕
作

す
る
方
が
減
っ
て
き
て
い
た
の
で
、

耕
作
さ
れ
な
い
畑
を
活
用
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
た
、
な
ど
が
あ

る
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、
留
田
さ
ん
の
言
う

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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健
康
で
、
長
寿
に

竹
野
太
極
拳
ク
ラ
ブ（
竹
野
）

　

竹
野
太
極
拳
ク
ラ
ブ
は
、
平
成

25
年
7
月
に
設
立
し
、
主
に
月
曜

日
の
午
後
と
、
木
曜
日
の
夜
間
に
、

竹
野
地
区
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
40
〜
60
代
の
男
女
13
人

で
、
講
師
の
指
導
の
下
、「
い
つ
ま

で
も
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
え

る
体
を
作
る
。体
と
心
を
健
康
に
」

を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
長
の
青
山
治

重
さ
ん
は「
太
極

拳
で
体
を
動
か
し

て
い
る
と
、
心
も

体
も
ほ
ぐ
さ
れ
る
。

気
持
ち
が
前
向
き

に
な
れ
、
他
の
こ

と
に
も
頑
張
ろ
う

と
い
う
意
欲
が
出
て
く
る
」と
話

し
ま
す
。

　

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
25

年
4
〜
6
月
に
開
催
さ
れ
た
公
民

館
健
康
講
座
。
こ
こ
で
健
康
体
操

や
太
極
拳
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
、
受
講
生
か
ら「
3

カ
月
で
終
わ
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
。
ぜ
ひ
、
続
け
た
い
」と
い
う

声
が
上
が
り
、
健
康
づ
く
り
と
受

講
生
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
太
極
拳
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
は
初
め
て
太
極
拳
に
触
れ

る
方
ば
か
り
で
す
が
、「
普
段
使
わ

な
い
筋
肉
を
使
う
の
で
面
白
い
」

「
年
代
を
越
え
た
交
流
が
で
き
る
」

と
活
動
の
面
白
み
を
話
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
竹

野
地
区
の
文
化
ま

つ
り
で
、
初
め
て

練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
今

後
は
但
馬
地
域
で

開
催
さ
れ
る
大
会

を
見
学
に
行
っ
た

り
、
機
会
を
見
つ

け
て
い
ろ
い
ろ
な

大
会
に
出
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま

す
。

　

青
山
さ
ん
は「
肩
肘
張
ら
ず
に
、

5
年
、
10
年
と
続
け
て
い
け
れ
ば

い
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
は
太
極
拳

が
竹
野
地
域
全
体
に
広
が
っ
て
い

け
ば
」と
抱
負
を
話
し
ま
す
。

　

見
学
・
入
会
希
望
は
青
山
さ
ん

ま
で
。
☎
47

2
1
2
3

▲１時間30分、じっくり体を動か
し、汗を流す会員たち

　

1
月
5
日
、
万
場
ゲ
レ
ン
デ（
日
高
町
万
場
）で
、

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
神
鍋
高
原
で
は
、
年
末
に
降
り
積
も

っ
た
雪
が
山
を
白
く
染
め
て
お
り
、
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み
に
し
た
、
市
内
外
か
ら
の

車
が
続
々
と
ゲ
レ
ン
デ
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

万
場
で
は
、
リ
フ
ト
券
売
り
場
前
に
設
置
さ
れ

た
テ
ン
ト
に
、
ぜ
ん
ざ
い
と
と
ん
汁
が
用
意
さ
れ
、

ゲ
レ
ン
デ
入
り
す
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ど
に
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
か
ら
家
族
で
来
た
男
性
は「
ぜ
ん
ざ
い
で

体
も
温
ま
っ
た
。
子
ど
も
と
存
分
に
遊
ん
で
帰
り

ま
す
」と
、
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
8
日
、
合
橋
小
学
校
で
、
今
年
最
初
の
学

校
行
事「
書
初
め
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒

頭
、
校
長
先
生
が
書
初
め
の
始
ま
り
や
心
構
え
を

話
し
ま
し
た
。
全
校
児
童
83
人
は
、
皆
、
真
剣
な

表
情
で
半
紙
や
用
紙
に
向
き
合
い
、
自
分
で
決
め

た
思
い
の
あ
る
字
を
一
生
懸
命
書
い
て
い
ま
し

た
。

　

筆
で『
文
武
両
道
』と
書
い
た
6
年
生
の
二
位
斗と
う

馬ま

さ
ん
は
、
字
を
決
め
た
理
由
を「
ス
ポ
ー
ツ
は

得
意
だ
け
ど
、
勉
強
は
苦
手
な
の
で
、
両
方
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
が
清
書
し
た
書
初
め
は
、
書
初
め
展
に

掲
示
し
、
保
護
者
な
ど
に
披
露
し
ま
す
。

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ぜ
ん
ざ
い
と
と
ん
汁
で心

も
体
も
あ
っ
た
ま
ろ
う

合
橋
小
学
校「
平
成
25
年
度
書
初
め
大
会
」　

心
を
落
ち
着
か
せ
て
、
集
中
し
て
、　

 
気
持
ち
を
込
め
て
、
今
日
一
番
の
字
で ▲寒いゲレンデで食べるぜんざい・とん汁は最高！

▲集中して書初めをする６年生児童ら

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています広報とよおか　2014.1.2519



く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
58

　
〜「
買
え
買
え
詐
欺
」に
注
意
〜

　

未
公
開
株
や
社
債
、
話
題
に
な

っ
た
事
業
へ
の
投
資
な
ど
、
詐
欺

的
な
も
う
け
話
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
が
、
高
齢
者
を
中
心
に

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
が
減
ら
な

い
理
由
の
一
つ
に
、
勧
誘
の
手
口

が
よ
り
巧
妙
化
・
悪
質
化
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
手
口

を
理
解
し
て
被
害
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

買
え
買
え
詐
欺
の
典
型
的
な
手
口

①
消
費
者
の
自
宅
に
A
社（
販
売

会
社
）の
未
公
開
株
な
ど
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
込
書
が
送
ら

れ
て
く
る
。

②
B
社（
勧
誘
会
社
）か
ら「
A
社

の
封
筒
は
届
い
て
な
い
か
。A

社
が
販
売
し
て
い
る
商
品
は
大

変
価
値
が
あ
る
が
、
封
筒
が
届

い
た
個
人
し
か
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
代
わ
り
に
買
っ
て

く
れ
れ
ば
権
利
を
高
値
で
買
い
取

る
」「
代
理
で
購
入
し
て
ほ
し
い
。

謝
礼
金
を
支
払
う
」な
ど
と
電

話
で
消
費
者
が
契
約
す
る
よ
う

あ
お
る
。

③
消
費
者
が
A
社
に
購
入
の
申
込

　

悪
質
業
者
は
、
今
話
題
と
な
っ

て
い
る
出
来
事
を
悪
用
し
て
近
づ

い
て
き
ま
す
。2
0
2
0
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
連
し
た
詐
欺
的
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
は
、
銀
行
振
込
で

は
な
く
、
宅
配
便
を
使
っ
て
金
銭

を
送
付
さ
せ
る
手
口
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
一
度
送
金
し
て
し
ま
う

と
お
金
を
取
り
戻
す
の
は
非
常
に

難
し
い
の
で
、
絶
対
に
送
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

安
易
に
甘
い
言
葉
を
信
じ
て
契

約
せ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら

す
ぐ
に
、
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談

室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
金
の
送
付
に
つ
い
て

　

お
金
を
送
る
場
合
、
郵
便
法
上

は「
書
留
」で
送
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
宅
配
便
で
お

金
を
送
っ
た
場
合
、
万
が
一
の
こ

と
が
あ
っ
て
も
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。

み
を
し
て
代
金
を
支
払
う
。

④
最
終
的
に
A
社
、B
社
と
も
連

絡
が
取
れ
な
く
な
る
。
実
質
紙

切
れ
で
あ
る
商
品
だ
け
が
消
費

者
の
手
元
に
残
る
。

最
近
の
相
談
事
例

　

知
ら
な
い
業
者
か
ら
電
話
が
あ

り「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
企
業
へ

の
投
資
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
全

国
5
0
0
人
限
定
で
送
付
さ
れ
る

の
で
、
届
い
た
ら
権
利
を
譲
っ
て

ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た
。
さ
ら
に

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
到
着
後
に
電
話

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
」と
言
わ
れ
た
。
本
当
に
電

話
し
た
ら
入
場
券
が
も
ら
え
る
の

か
、
投

資
す
る

よ
う
に

勧
誘
さ

れ
な
い

だ
ろ
う

か
。消費

者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

こ
う
し
た
勧
誘
の
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
ら
相
手
に
せ
ず
、
き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

　

4
月
1
日
以
降
に
、
市
内
業
者

の
施
工
で
個
人
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
方
の
補
助
申
請
を
2
月
3
日

（
月
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

○
対
象

・
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

を
設
置
し
、
電
力
会
社
と
電
力

　

受
給
契
約
を
4
月
1
日
以
降
に

　

締
結
す
る
個
人（
申
込
み
時
点

　

で
未
着
工
の
方
に
限
り
ま
す
）

・
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
が
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
住
宅
で
消
費
さ
れ
、
余
剰

分
の
電
気
を
電
力
会
社
に
売
電

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

こ
と

・
補
助
対
象
経
費
が
1
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
50
万
円
以
下（
税
別
）

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

※
国
の
制
度
に
変
更
が
あ
っ
た
場

　

合
、
市
も
年
度
途
中
に
変
更
を

　

行
う
場
合
あ
り

○
補
助
金
額　

太
陽
電
池
出
力
1

　

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
3
万
円

　
（
上
限
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

※
市
内
産
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
場

　

合
は
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
1

　

万
円
を
上
乗
せ

○
補
助
枠　
予
算
の
範
囲
内
で
先

　

着
順（
約
1
0
0
件
）

○
申
込
方
法　

環
境
経
済
課
ま
た

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

　

請
書
に
記
入
の
上
、
申
し
込
み

《
申
込
み
・
問
合
せ
》環
境
経
済
課

　

☎
23

4
4
8
0

《
太
陽
光
発
電
設
置
等
の
相
談
》　

太
陽
光
発
電
相
談
指
導
セ
ン
タ

ー

　
☎
0
7
8

3
7
1

6
0
0
0

登
録
す
る
市
内
施
工
業
者
を
募
集

　

補
助
対
象
と
な
る
、
市
内
施
工

業
者
の
事
前
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

登
録
事
業
者
の
一
覧
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
際
に

利
用
し
ま
す
。

○
登
録
方
法　

環
境
経
済
課
ま
た

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
登

　

録
申
請
書
の
記
入
と
市
内
事
業

　

者
を
証
明
す
る
も
の（
商
業
登

　

記
簿
謄
本
な
ど
）を
提
出

※
登
録
有
効
期
間
は
1
年
間（
年

　

度
単
位
）で
す
。

○
申
込
期
限　

2
月
28
日（
金
）

※
期
限
後
も
登
録
可
能
で
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》環
境
経
済
課

　

☎
23

4
4
8
0

平
成
26
年
度
分

 
個
人
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
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い
つ
も
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の

の
ん
ち
ゃ
ん
♡
思
い
や
り
の
あ
る
優

し
い
子
に
育
っ
て
ね
！

（
父 

康
志
・
母 

実
香
、寿
町
）

　

祝
１
歳
♪
わ
が
家
に
幸
せ
を
い

っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う
。お
兄
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 

昭
彦
・
母 

な
つ
み
、戸
牧
）

井上みのりちゃん
（平成24年10月4日生）

宮本望
のぞ

未
み

ちゃん
（平成23年8月10日生）

　

２
歳
お
め
で
と
う
☆
の
び
の
び
と

大
き
く
な
あ
れ
。父
・
母
も
一
緒
に
成

長
し
て
い
く
よ
！    

（
父 

三
智
夫
・
母 

友
恵
、正
法
寺
）

岡本恭
きょう

太
た

郎
ろう

ちゃん
（平成23年12月6日生）

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
実
来
ち
ゃ
ん
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
と
仲
良
く
、元
気
い

っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
。大
好
き
♡

（
父 

充
伸
・
母 

香
織
、九
日
市
下
町
）

足立実
み

来
く

ちゃん
（平成25年1月1日生）

　

笑
顔
が
素
敵
な
こ
た
ち
ゃ
ん
は
み
ん

な
の
人
気
者
☆
人
一
倍
甘
え
ん
坊
さ

ん
♡
い
つ
ま
で
も
ず
〜
っ
と
一
緒
だ
ヨ

（
父 

将
志
・
母 

真ま

也や

、高
屋
）

山本恋
こ

大
た

朗
ろう

ちゃん
（平成25年9月13日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で２歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

（
8
月
5
〜
11
日
、
天
理
市
）

■
男
子
2
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形

　
優
勝
、
4
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由

　
形
　
優
勝

▽
澁
谷
鉄
人（
神
戸
市
立
小
部
中

　

3
年
、
日
高
町
観
音
寺
）

県
技
能
顕
功
賞

▽
瀬
尾
芳
実（
日
高
町
久
田
谷
）

▽
竹
中
　
弘（
日
高
町
日
置
）

▽
寺
内
卓
己（
出
石
町
魚
屋
）

▽
中
川
久ひ
さ

喜よ
し（
日
高
町
羽
尻
）

▽
中
西
義
明（
大
磯
町
）

兵
庫
県
知
事
表
彰

■
優
良
組
合

▽
兵
庫
県
鞄
工
業
組
合（
大
磯
町
）

兵
庫
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
会
長
表
彰

■
組
合
功
労
者

▽
三
宅
秀
明（
元
町
）

平
成
25
年
度
ひ
ょ
う
ご
県
民

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
賞

■
団
体
の
部

▽
豊
岡
総
合
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー

　
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ（
加
広
町
）

豊
岡
市
公
益
功
労
者
表
彰

■
私
財
寄
付
功
労

▽
株
式
会
社
フ
ァ
ス
ト（
出
石
町

福
住
）

▽
麻
生
泰
成（
山
王
町
）

▽
株
式
会
社
ラ
イ
フ
西
村
屋（
城

崎
町
湯
島
）

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
連

　
盟
豊
岡
第
2
団（
城
南
町
）

第
25
回
全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会
出
場

（
12
月
22
日
、
京
都
市
）

▽
三
木
梨
香
子（
鳥
取
中
央
育
英

　

高
2
年
、
日
高
町
夏
栗
）

第
53
回
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
8
月
21
〜
23
日
、
静
岡
市
）

■
男
子
2
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形

　
2
位
、
4
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由

　
形
　
3
位

▽
澁し
ぶ

谷た
に

鉄て
つ

人と（
神
戸
市
立
小
部
中

　

3
年
、
日
高
町
観
音
寺
）

第
62
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
〜
　

健
康
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
の

運
動
施
設
を
募
集

　

市
で
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
と
な
る
運

動
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

　

運
動
施
設
の
指
定
を
希
望
す
る

事
業
主
は
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

要
件
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
事

　

業
主

・
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
係
る
利
用

券
利
用
協
定
書
を
締
結
す
る
こ
と

・
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
事
業

　

を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
運
動
指
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い

　

る
こ
と

・
運
動
す
る
た
め
の
機
器
お
よ
び

　

設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

申
方
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に

　

あ
る「
ポ
イ
ン
ト
対
象
施
設
指

　

定
申
請
書
」（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
も
掲
載
）に
記
入
の
上
、
持

　

参
、
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
2
月
28
日（
金
）必
着

他
ポ
イ
ン
ト
対
象
施
設
と
し
て
指

定
し
た
場
合
は
、
パン
フ
レ
ッ
ト

や
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

申
問
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
☎
24

1
1
2
7
Ｆ
24

9
6
0
5

　
メkenkouzone@

city.

　
　
　
　

 toyooka.lg.jp
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●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み　問問合せ　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　　　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

催
　
し

八は
社さ
宮み
翠す

い

石せ
き

遺
墨
展
、

「
冬
の
美
術
館
」〜
市
所
蔵
作
品
展
〜

■
八
社
宮
翠
石
遺
墨
展

日
2
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

所
豊
岡
稽
古
堂
3
階　

交
流
室

■「
冬
の
美
術
館
」〜
市
所
蔵
作
品

展
〜

日
2
月
10
日（
月
）〜
21
日（
金
）午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
市
役
所
本
庁
舎
は
、
平
日
の
み

開
館

所
市
役
所
本
庁
舎（
1
〜
6
階
）お

よ
び
豊
岡
稽
古
堂
1
階　

市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
作
品
加
藤
美
代
三
、
森
田
子

龍
な
ど

問
文
化
振
興
課
☎
23

1
1
6
0

と
し
ょ
か
ん
映
画
会

日
2
月
8
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

内「
白
雪
姫
」（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ

メ
）上
映

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
お
父
さ
ん
の
お
は
な
し
会

日
3
月
1
日（
土
）午
前
10
時
〜
正

午
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室（
大
手
町
）

対
子
育
て
中
の
お

父
さ
ん

内
お
父
さ
ん
に
知

っ
て
ほ
し
い
お

母
さ
ん
と
子
ど
も
の
話
な
ど

定
15
人

申
期
2
月
17
日（
月
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

他
一
時
保
育
あ
り（
定
員
15
人
）

申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4

■
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
2
月
26
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー　

テ
ラ

ス（
竹
野
町
和
田
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
テ
ラ
ス
で
雪
遊
び

問
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
47

2
0
3
0

■
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
お
た
の
し
み
広
場

日
2
月
26
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時

所
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
日
高

町
祢に
ょ
う布
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
手
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

体
操
な
ど

問
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
42

4
6
1
0

第
23
回
と
よ
お
か
津
居
山
港

か
に
ま
つ
り

日
2
月
23
日（
日
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
2
時

所
津
居
山
港
小
島
岸
壁
内　

特
設

会
場（
小
島
）

内・
素
人
新
鮮
う
ま
い
も
の
競
り
市

・
か
に
ま
つ
り
大
抽
選
会（
1
回

2
0
0
円
、
午
前
11
時
〜
・
先

着
5
0
0
人
）

※
津
居
山
か
に
、
港
民
宿
ペ
ア
宿

泊
券
な
ど
が
当
た
る

・
か
に
雑
炊（
1
杯
1
0
0
円
、

午
前
11
時
30
分
〜
・
先
着
8　
0

　
0
人
）

・
チ
ビ
ッ
コ
コ
ー
ナ
ー

・
立
ち
食
い
屋

台
コ
ー
ナ
ー

　
（
か
に
汁
、

海
の
幸
を
利

用
し
た
料
理

な
ど
）

・
海
産
物
な
ど
の
即
売

・
餅
つ
き（
無
料
配
布
）

駐
車
場
気
比
の
浜
臨
時
駐
車
場
を

利
用（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
送
迎

あ
り
）

問
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局（
豊
岡
観

光
協
会
内
）☎
22

8
1
1
1
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募
　
集

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら

せ（
〒
6
6
8

－

0
0
3
1　

大

手
町
4

－

5
）☎
24

－

3
0
0
0

　
　
　
　
　

 

Ｆ
24

－

3
0
0
4

■「
祈
り
-1
9
4
5
」平
和
を

　

願
う
朗
読
劇
・
豊
岡
2
0
1
4

 

読
み
手
募
集

　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆

の
記
録
か
ら
、
手
記
や
詩
歌
で
構

成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
台
本
の
朗
読

劇
を
上
演
し
ま
す
。

　

上
演
に
伴
い
、
朗
読
劇
の
読
み

手
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日
4
月
〜
平
日
夜
間（
週
1

回
程
度
）

活
動
場
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大

手
町
）

対
高
校
生
以
上（
高
校
生
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
）

活
動
内
容
朗
読
練
習
や
制
作
、
広

報
、小
・
中
学
校
公
演
活
動
な
ど

上
演
日
平
成
26
年
8
月
9
日（
土
）

予
定

上
演
場
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ

定
20
人
程
度

申
方
所
定
の
用
紙
ま
た
は
は
が
き

な
ど
に
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、持

参
、郵
送
、ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
3
月
31
日（
月
）必
着

■
平
成
25
年
度
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
基
金
中
間
支
援
活
動
助

成
事
業「
第
6
回
ス
テ
ッ
プ
ア

 

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」受
講
生
募
集

日
2
月
15
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

対
N
P
O
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、

地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
な
ど

内
企
業
・
団
体
・
N
P
O
が
地
域
課

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
資
金

集
め
と
使
い
方
」を
学
ぶ

講
師（
公
財
）京
都
地
域
創
造
基
金

村
井
琢
哉
さ
ん

定
20
人

申
方
所
定
の
用
紙
ま
た
は
任
意
用

紙
に
氏
名
、
活
動
団
体
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号（
連
絡

方
法
）を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
2
月
14
日（
金
）必
着

北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー　

 

職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
理
学
療
法
士
・

1
人

対
理
学
療
法
士
の
資
格
を
有
す
る

方
ま
た
は
平
成
25
年
度
資
格
取

得
見
込
み
者

採
用
予
定
日
4
月
1
日

勤
務
地
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー

勤
務
条
件

・
勤
務
時
間
…
週
40
時
間（
平
日

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
）

・
休
日
…
週
休
2
日
制（
年
間
休

日
数
…
1
2
4
日
）

・
基
本
給（
月
額
）…
17
万
5
9
0

　

0
円（
大
学
卒
）、
16
万
1
5
0

　
0
円（
短
期
大
学
、専
門
学
校
卒
）

※
昇
給
年
1
回
、
賞
与
年
2
回

・
そ
の
他
…
地
域
手
当
、
通
勤
手

当
、
住
宅
手
当
あ
り

申
期
2
月
28
日（
金
）

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
22

8
6
8
8

但
馬
文
教
府
平
成
26
年
度

み
て
や
ま
学
園
・
大
学
院　

入
学
生
募
集

■
み
て
や
ま
学
園
平
成
26
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　

入
学
生
募
集

対
但
馬
地
域
在
住
で
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方

学
習
年
限
4
年

学
習
日
原
則
、
隔
週
金
曜
日

内
教
養
講
座
、
専
門
講
座
な
ど

定
60
人

申
方
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

持
参
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

郵
送

申
期
3
月
20
日（
木
）必
着

■
み
て
や
ま
学
園
大
学
院

 

　

平
成
26
年
度
入
学
生
募
集

対・
但
馬
地
域
在
住
で
、
県
立
4
年

制
高
齢
者
大
学
ま
た
は
市
町
等

が
設
置
す
る
高
齢
者
大
学
な
ど

を
修
了
し
た
方

・
地
域
活
動
に
意
欲
の
あ
る
お
お

む
ね
60
歳
以
上
の
方

学
習
年
限
2
年

学
習
日
原
則
、
隔
週
火
曜
日

内
基
礎
講
座
、
実
践
講
座
、
実
践

活
動
な
ど

定
30
人

申
方
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

持
参
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

郵
送

※
市
町
等
の
高
齢
者
大
学
な
ど
の

修
了
者
は
、
修
了
証
書
の
写
し

が
必
要

申
期
3
月
26
日（
水
）必
着

共
通
事
項

学
習
場
所
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

料
年
額
1
万
2
5
0
0
円

※
東
日
本
大
震
災
避
難
者
は
免
除

制
度
あ
り

申
問
但
馬
文
教
府（
〒
6
6
8

0
0
5
6　

妙
楽
寺
41

1
）

　
☎
22

4
4
0
7
Ｆ
23

0
9
9
8
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平
成
26
年
度
小
・
中
学
校
、 

特
別
支
援
学
校
非
常
勤
講
師

（
初
任
教
員
研
修
）募
集

募
集
人
数（
県
内
公
立
学
校
）

・
小
学
校
…
4
9
0
人
程
度

・
中
学
校
…
3
2
0
人
程
度

・
特
別
支
援
学
校
…
若
干
名

対
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
教
諭

普
通
免
許
所
持
者

ま
た
は
平
成
26
年

4
月
1
日
ま
で
の

取
得
予
定
者

勤
務
内
容
初
任
者
研
修
に
係
る
授

業
の
補
充
な
ど

報
酬
1
時
間
当
た
り
2
7
7
0
円

（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

※
交
通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範

囲
で
実
費
支
給

申
方
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
2
月
3
日（
月
）〜
3
月
14
日

　
（
金
）必
着

申
問
但
馬
教
育
事
務
所（
〒
6　
6

　

8

0
0
2
5　
幸
町
7

11
）

　

☎
23

1
0
0
1
ま
た
は
市
こ

ど
も
教
育
課
☎
23

1
4
5
2

豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
嘱
託
職
員
・
若

干
名

職
務
内
容
一
般
事
務
お
よ
び
相
談

業
務

雇
用
期
間
4
月
1
日
〜
平
成
27
年

3
月
31
日

選
考
日

①
一
次
試
験
…
2
月
13
日（
木
）午

後
7
時
〜
8
時

②
二
次
試
験
…
2
月
下
旬
予
定　

選
考
方
法
①
一
般
教
養
試
験
②
面

接
試
験

申
方
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中

央
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地
区
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
1
月
27
日（
月
）〜
2
月
7
日

（
金
）必
着（
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
総

務
課（
〒
6
6
9

5
3
0
5

日
高
町
祢に
ょ
う布
8
9
1

2
）

　

☎
43

1
3
3
3

平
成
26
年
度
社
会
福
祉
法
人 

こ
く
ふ
保
育
園「
こ
く
ふ
こ
ど
も
園
」

職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
保
育
教
諭（
準

職
員
）・
若
干
名

対
保
育
士
と
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
有
す

る
方（
平
成
26
年

3
月
資
格
取
得
見
込
み
者
含

む
）

採
用
日
4
月
1
日

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上（
自
書
）、

写
真
を
貼
付
し
、
資
格
証
写
し

を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
2
月
10
日（
月
）必
着

他
選
考
日
時
・
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
後
日
申
込
者
に
連
絡

申
問
社
会
福
祉
法
人
こ
く
ふ
保
育

園
こ
く
ふ
こ
ど
も
園（
〒
6
6
9

5
3
2
7　

日
高
町
野
々
庄

9
2
9
）☎
42

1
7
1
7

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

（
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
） 

学
生
募
集

対
県
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
方

放
送
ラ
ジ
オ
関
西（
1
3
9
5
キ

ロ
ヘ
ル
ツ
）毎
週
土
曜
日
午
前

6
時
30
分
〜
7
時

学
習
期
間
1
年（
終
了
後
、
生
涯

聴
講
生
と
し
て
継
続
可
能
）

学
習
内
容
ラ
ジ
オ

放
送
を
通
し
て

高
齢
期
の
生
き

方
や
健
康
問
題
、

一
般
教
養
な
ど

を
学
ぶ

定
本
科
生
5
0
0
人

※
そ
の
他
、
聴
講
生
制
度
あ
り

授
業
料
年
額
6
千
円（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
期
2
月
10
日（
月
）〜
4
月
11
日

（
金
）

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

申
問
ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

　

☎
0
7
9
4
2
4
3
3
4
3

教
室・講
座

学
び
舎や

講
座

日
2
月
23
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
豊
岡
地
区
公
民
館　

3
階　

集

会
室（
立
野
町
）

内○
一
部
…
基
調
講
演

「
堀
川
と
円
山
川
の

4
0
0
年
」（
講
師

　

…
郷
土
史
家　

山
口
久ひ
さ

喜き

さ
ん
）

○
二
部
…
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン「
川
と
暮
ら
し
」

・
パ
ネ
リ
ス
ト
…
市
出
土
文
化
財

管
理
セ
ン
タ
ー
所
長　

潮
崎　

誠

な
ど

問
豊
岡
地
区
公
民
館

　

☎
23

1
4
9
2

玄
さ
ん
元
気
教
室

〜
職
場
で
活
用
し
よ
う
〜

　
「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」は
、『
健
康

づ
く
り
を
中
心
と
し
た
地
区
・
団
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体
で
の
自
主
活
動
』を
支
援
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

気
の
合
う
仲
間
同
士
で
の
サ
ー

ク
ル
や
職
場
で
の
健
康
づ
く
り
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
も
活
用
で
き

ま
す
。

所
区
会
館
や
各
職
場
な
ど

対
10
人
以
上
で
、
お
お
む
ね
市
民

で
構
成
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

（
職
場
）

内「
元
気
も
ん
体
操
」、
体
組
成
測

定
、
健
康
講
話
な
ど

職
場
な
ど
で
の
活
用
例

・
昼
休
み
を
活
用
し
、
会
議
室
で

体
操

・
始
業
前
に
、デ
ス
ク
周
り
で
体
操

・
週
1
回
、
ア
フ
タ
ー
5
フ
ァ
イ
ブ

に
、
サ

ー
ク
ル
の
中
で
体
操

支
援

・
自
主
活
動
に
必
要
な
体
操
の

D
V
D
は
貸
出
し
可

・
6
カ
月
間
に
5
回
程
度
、
保
健

師
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
指
導
員

な
ど
が
体
操
の
集
団
指
導
を
行

う
申
期
開
始

希
望
月

の
2
カ

月
前

他
会
場
は
、

参
加
者

グ
ル
ー

プ
で
確
保

申
問
健
康
増
進
課
成
人
保
健
係　

☎
24

1
1
2
7

相
　
談

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

日
2
月
7
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

※
相
談
は
1
人
30
分

所
豊
岡
稽
古
堂
1
階　

交
流
室
1

2（
控
室
は
、交
流
室
1

3
）

内
消
費
者
問

題
、
多
重

債
務
な
ど

相
談
者
弁
護

士　

野
崎

奈
央
子
さ
ん

定
6
人

申
期
2
月
4
日（
火
）

申
問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

こ
こ
ろ
の
相
談
室
　

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
2
月
20
日（
木
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分

※
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内「
対
人
関
係
に
悩
ん
で
い
る
」「
な

ん
と
な
く

つ
ら
い
け

ど
、
何
を

ど
こ
に
相

談
し
た
ら

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」な
ど
、

心
の
悩
み
を
臨
床
心
理
士
や
保

健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他・
家
族
か
ら
の
相
談
も
可

・
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言・相
続

無
料
相
談
会

日
2
月
15
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
6
2
6
5
6
9

そ
の
他

南
極
の
写
真
・
動
画
を

貸
し
出
し
ま
す

　

第
53
次
日

本
南
極
地
域

観
測
隊
越
冬

隊
員（
宮
下

泰や
す

尚ひ
さ

）が
撮

影
し
た
写

真（
紙
焼
き

し
た
も
の
）や
動
画（
D
V
D
）を
、

貸
し
出
し
ま
す
。

主
な
貸
出
要
件

・
市
内
在
住
で
あ
る

・
営
利
目
的
で
な
い

・
画
像
を
編
集
し
な
い

・
使
用
後
に
返
却
す
る

他・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
豊
岡
市
フ

ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）に
も
写

真
の
一
部
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
を
手
元
に
残
し
た
い
方

は
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
貸
し
出
す
写
真
や
動
画
の
内
容

な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

申
問
生
涯
学
習
課

　

☎
23

0
3
4
1
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お詫びと訂正　１月10日号５ページの「2014年・午年　新年の抱負」中、松岡はる野さんの住所地が「但東町河谷」とあるのは「但東町河本」の誤りでした。お詫びし訂正します。

小
・
中
学
校
入
学
通
知
書
を  

お
届
け
し
ま
す

　
4
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
1
月
末
に「
入
学
通
知
書
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
通
知
書
が
届
か
な
い
方
、
事
情

で
指
定
校
以
外
の
学
校
に
入
学
を

希
望
す
る
方
は
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
こ
ど
も
教
育
課
学
務
係

　
☎
23

1
4
5
1

平
成
26
・
27
年
度
分
の
競
争  

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請  

（
指
名
願
い
）受
付

　
入
札
参
加
資
格
登
録
の
期
間
満

了
に
伴
い
、
平
成
26
・
27
年
度
に

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
、
物
品
製
造
等
の
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
業
者
、
ま
た
は
市
と

物
品
納
入
お
よ
び
役
務
の
提
供
等

の
取
引
を
希
望
す
る
業
者（
個
人

事
業
主
を
含
む
）は
、「
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書（
指
名
願
い
）」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
登
録
し
て
い

た
業
者
で
も
、
今
回
新
た
に
申
請

し
な
い
場
合
は
、
平
成
26
年
4
月

以
降
の
入
札
・
見
積
り
に
参
加
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ま
せ
ん
。

申
期
2
月
3
日（
月
）〜
28
日（
金
）

必
着

他・
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
、

総
務
課
行
政
係
ま
た
は
各
支
所

総
務
係
で
配
布（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
）

・
詳
細
は
、
提
出
要
領
を
参
照

申
問
総
務
課
行
政
係

　
☎
23

1
1
1
6

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院（
戸
牧
）

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　
☎
22

6
1
1
1

自
動
車
の
検
査
・
登
録
の

手
続
き
は
早
め
に

　
年
度
末
は
、
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
3
月
中
旬
ま
で

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
継
続
検
査
は
、
自
動
車

検
査
証
の
有
効
期
限
満
了
日
の
1

カ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
姫
路
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
☎
0
5
0
5
5
4
0
2
0
6
7

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
1
月
1
日
付
け
で
引
き
続
き
、

六む
つ

浦う
ら

拓
男
さ
ん（
城
崎
地
域
）、
吉

岡
美
智
子
さ
ん（
日
高
地
域
）、
田

中
美
惠
子
さ
ん（
日
高
地
域
）が
、

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
3
年
で
、
他
の
14
人
の

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）に
関
し
て
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
23

1
1
1
6

豊
岡
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　
市
で
は
、
公
園
区
域
の
拡
充
整

備
の
た
め
、
次
の
都
市
計
画
を
変

更
す
る
予
定
で
す
。
変
更
案
を
縦

覧
く
だ
さ
い
。

　
変
更
案
に
意
見
の
あ
る
市
民
お

よ
び
利
害
関
係
者
は
、
縦
覧
期
間

中
に
意
見
書
を
市
長
に
提
出
で
き

ま
す
。

縦
覧
の
内
容
都
市
計
画
公
園（
神

武
山
公
園
）

縦
覧
期
間
2
月
7
日（
金
）〜
21
日

（
金
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

縦
覧
場
所
都
市
整
備
課（
本
庁
舎

5
階
）

提
出
問
都
市
整
備
課
計
画
整
備
係

☎
23

1
7
1
2

月日 担当医師
　・住所

２月

16日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

23日（日） 中沢　洋
（出石町本町）
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

【非常勤嘱託職員】

職　　種 募集
人数 対象 職務内容 勤務条件（予定）

戸籍・住基
事務員 １人 戸籍・住基などの事務に意

欲のある方
戸籍・住民基本台帳関係の
証明書等交付業務および窓口
対応など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

収税専門員 １人 市税の収納などの事務に意
欲のある方

市税の収納に関する督促、
面談、徴収業務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

介護支援
専門員 １人

　介護支援専門員資格所持者
または平成26年３月末までに
取得できる方

介護保険制度にかかる介護
認定申請等の受付業務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

発達相談員 １人 臨床発達心理士または臨床
心理士の資格所持者

保育所等巡回相談や発達検
査、育児支援業務など

報酬：月額171,900円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

放課後児童
クラブ

指導補助員
２人

保育士資格もしくは幼稚
園・小学校・中学校・高等学
校教諭普通免許所持者、また
は平成26年３月末までに取得
できる方

幼稚園その他に設置の放課
後児童クラブでの児童の安全
管理、生活および遊びの指導
補助など

報酬：時間給880円
勤務：週５日（23時間）
休日：土・日曜日の週２日

パート保育士 ２人
保育士資格所持者または平
成26年３月末までに取得でき
る方

八条認定こども園または西
保育園での午後からの６時間
の保育業務など

報酬：月額133,100円
勤務：週５日（30時間）
休日：土・日曜日の週２日

パート
保育補助員 １人 保育に意欲のある方

合橋認定こども園での午前
７時30分から早朝約２時間の
保育補助など

報酬：月額51,300円
勤務：週６日（12時間）
休日：日曜日の週１日

調理員 ３人 健康で調理業務等に意欲の
ある方

八条、竹野、合橋いずれか
の認定こども園での給食の調
理業務および園務補助など

報酬：月額148,000円
勤務：週６日（35時間勤務）
休日：日曜日の週１日

【非常勤嘱託職員（障害者対象）】
※身体障害者手帳の交付を受け、自力で通勤ができ、かつ介護者なしに職務の遂行が可能な方に限ります。

登記専門員
兼事務員 １人 相続・登記関係の事務に意

欲のある方
相続人調査や登記事項調
査、窓口・電話対応等一般事
務補助など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

学校事務員 １人 学校での事務などに意欲の
ある方

学校での伝票経理、物品管
理、文書受付・発送、各種書類
作成業務および窓口対応など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

平成26年度採用　豊岡市非常勤嘱託職員募集

《対 象 者》　昭和29年４月２日以降に生まれた方
　　　　　※パート保育士・保育補助員、調理員

を除き、執務時にパソコン（エクセ
ル・ワード）操作を必要とします。

《雇用期間》　４月１日～平成27年３月31日
《選考試験》　面接試験
　　　　　※日時、場所などの詳細は、申込時に

お知らせします。
《申込方法》　申込書に必要事項を記入の上、資格・

免許などの写しを添
えて申し込みください
（原則持参）。

　　　　　※応募は上記職種のうち
の１職種に限ります。

《申込期間》　１月27日（月）～２月６日（木）午前８時
30分～午後５時15分

　　　　　※土･日曜日を除く
《申込み･問合せ》　職員課☎23-1326



～本館特別図書整理による休館に伴う貸出点数20冊のお知らせ～

節分の本
< 一 般 >

野口真紀さんのおうちおすし
野口真紀／著（主婦と生活社）

　節分といえば恵方巻き。基本のす
し飯や太巻き、押し寿司などなど、家
で作れるお寿司のレシピが満載。なお
今年の方角は東北東となっています。

< じ ど う >
ふくはうち　おにもうち
内田麟太郎／作　山本　孝／絵
（岩崎書店）

　節分の夜、男が一人で酒を飲んで
いると、外で「寒いよう、寂しいよう」
と泣いている声がする。そっと戸を
開けてみると、なんとそこには鬼た
ちが。男は鬼を家に入れ、一緒に酒
を飲み始めた。そこへ…

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

2月の行事予定

　※図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

2月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 土 10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：せつぶんの豆入れ）　幼 児

2 日
3 月 出石 出石分館特別図書整理［～５日（水）］
4 火（休館日）

5 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

10：30～ 竹野 にじっこえほん（竹野子育てセンター）　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

6 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

7 金

8 土

10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：くるくるコマあそび）　幼 児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ!｢さむくても外であそぶのだ
ぁ～いすき♪｣（工作：ポリ袋工作）　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30～ 本館 としょかん映画会（白雪姫）　児 般

9 日
10 月 本館 本館特別図書整理［～18日（火）］
11 火（休館日）
12 水
13 木
14 金
15 土 14：00～ 但東 切り絵Art（キャンドルホルダーつくり）　般

16 日
17 月
18 火（休館日）

19 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

20 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳

21 金

22 土

10：10～ 本館 読み聞かせ研修会　般

10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

23 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

24 月 但東 但東分館特別図書整理［～26日（水）］
25 火（休館日）
26 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

27 木 10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼

28 金（休館日）10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

　本館の特別図書整理【２月10日（月）～２月18日（火）】による休館に伴い、全館で図書・雑誌を20冊まで貸し出します（CD
は10点まで）。
　・貸出期間：１月27日（月）～２月９日（日）
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2月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

おはなし広場
日　時 １日（土）、８日（土）、22日（土） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 ①ほっとたいむ ３日（月）、27日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 20日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

日　時 ５日（水）、６日（木）、13日（木）、24日（月）午前10時15分～
17日（月） 午後１時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 雪遊び　※随時子育て相談に応じます
その他 悪天候時は中止、積雪がないときは通常の外遊びをします。

おでかけ広場（国府）　国府地区公民館

パパと遊ぼうデー

なかよし広場

なかよしグングン広場　市民プラザ　ほっとステージ

絵本の読み聞かせの会

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

おでかけ広場　合橋地区公民館

親子運動遊び

なかよし広場

おでかけ広場　弘道地区公民館

日　時 ２日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 ３日（月）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、体操、豆まき　など

日　時 15日（土）午前10時～11時
対　象 乳幼児とお父さん　※お母さんだけの参加もOK！
内　容 新聞紙遊び、パネルシアター　など

日　時 19日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、子育て相談、計測
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 28日（金）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳以上の幼児と保護者
内　容 子どもの集団遊びや自由遊び、保護者同士の交流、計測、子育て相談、歯科相談
スタッフ 保育士、保健師、歯科衛生士、看護師

日　時 20日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 12日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、手遊び、季節の折り紙製作

日　時 19日（水）午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（水）
対　象 乳幼児と保護者　先着15組 講　師 健康増進課　栄養士
内　容 ｢食育に関する講話｣、食育クイズ、食育エプロンシアター　など

日　時 12日（水）午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（水）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着15組
講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 19日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師によるミニ講話｢事故予防｣、子育て相談、親子交流、計測など

日　時 ６日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 音楽遊び、親子遊び　など

子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

ベビーマッサージ　城崎支所１階　集会室

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

おやこっこ雪遊び　しばっこ広場（アイティ７階）

日　時 18日（火）午前10時～12時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 演じる側も見る側も、みんな出番があって主役

日　時 ８日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 家族みんなで来てください
内　容 寒さに負けないぞ～!!

日　時 ６日（木）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 28日（金）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせとわらべうた遊び

日　時 22日（土）午前11時～11時20分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で歌を聴いたり、一緒に歌う

日　時 20日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、親子遊び、交流、子育て相談

日　時 ４日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 豆をまいて、鬼退治をしよう!!

日　時 ５日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

楽しい発表会

パパと遊ぼうデー

わいわいコーラス

絵本の読み聞かせ

メロディー♪みいつけた

なかよし広場

豆まき

にじっこ絵本

おやこっこ運動遊び
日　時 21日（金）午後１時30分～２時45分 申込開始 ７日（金）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着20組
内　容 親子で楽しく運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 14日（金）午後１時30分～３時30分 申込開始 ５日（水）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容「子どもの自主性」どこまでまかせたらいいの？

日　時 13日（木）午前10時30分～11時30分 申込開始 ４日（火）
対　象 ０歳の乳児と保護者　先着20組
内　容 ベビーマッサージ、お母さんのおしゃべり会

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

日　時 27日（木）午前10時30分～11時30分 申込開始 12日（水）
対　象 乳幼児と保護者　先着10組
内　容 お年寄りとの交流遊び

おでかけ広場　城崎健康福祉センター 1階　多機能ホール
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■プラザ　シネマ･シネマ
　世界中で愛される名作ミュ
ージカルを待望の映画化。
　主演はトニー賞を受賞し、ミ
ュージカルスターとしても活
躍するヒュー・ジャックマン。
名曲の数々と魂を震わせる歌
声を大スクリーンでご堪能く
ださい。

■新作能『田
た

道
じ

間
ま

守
もり

』
　市民プラザ10周年記念公演は、お菓子の神様｢田
道間守｣を題材にした新作能。
　観世流能楽師・大蔵流狂言師の豪華な顔ぶれによ
る番組。貴重な鑑賞の機会です。

　１月30日（木）～４月15日（火）
◇入館料　一般500円、65歳以上250円、高校・大学

生300円、小・中学生200円（ココロンカー
ド提示で無料）

《ワークショップ》

■型彫り実演・型染め体験
　３月１日（土）　10：00～12：00、13：00～15：00
　　　　　　　　　（各15人）
◇講　師　友禅染型彫刻伝統工芸士　和田則昭さん
◇参加費　型彫り＋染め　500円
◇対　象　小学３年生以上
◇締　切　２月25日（火）
※参加希望者は事前に申し込みください。

　２月25日（火）まで開催

《関連事業》
■講演会｢出石の城主たち

－有子山城･出石城－｣
　２月15日（土）　開演13：30
◇講師　市教育委員会　石原由美子

………  共通事項  ………
◇入館料　一般500円、高校生200円、小・中学生150円

　３月15日（土）　｢ほっとステージ｣
　　上映時間　10：00、14：00、19：00
◇入場料　一般800円、高校生以下500円（当日200円

増）、ペア1,500円（前売のみ）

映画『レ・ミゼラブル』（字幕版）

　３月１日（土）
　　｢ほっとステージ｣
　　開演13：30（開場13：00）

※10：30～11：30能鑑賞講座開催
◇演　目　新作能｢田道間守｣
　　　　　仕舞｢高砂｣
　　　　　狂言｢鬼瓦｣
　　　　　半能｢石

しゃっ
橋
きょう
｣

◇出　演　『田道間守』
　　　　　観世善正・林　宗一郎・田

た
茂
も
井
い
廣道

　　　　　神美小学校のこどもたちほか
　　　　　『鬼瓦』
　　　　　大蔵流狂言師　茂山正邦
　　　　　『石橋』
　　　　　味

み
方
かた
　團

まどか
・河村晴道

◇入場料　全席指定　Ａ席5,000円（残席わずか）
　　　　　（当日は500円増）
◇一時保育　２月19日（水）までに申し込みください。

◇チケット　当館および市生涯学習課、市立図書館
本館・但東分館、城崎･竹野･日高地区公民館、ひ
ぼこホールで購入可

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

■第110回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度ミニコンサートを開催しています。

■第31回企画展 出石の殿様－山名氏と仙石氏－
　但馬地域の、中世・近世の支配
者｢殿様｣の実像を、考古資料や
歴史資料から概観します。

■第63回企画展『型紙-技と芸術-』
　着物の柄や文様を染めるために
使われる型紙の紹介。繊細な図柄
を彫った型紙は、その芸術性から工
芸品としても楽しまれています。
本展では、京の名工の巧みな技と
型染めの魅力に迫ります。

　２月９日（日）　開演13：30　「交流サロン」
◇出　演　平尾　仁
◇内　容　アコースティックコンサート
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

但馬国府・国分寺館 （日高町祢
にょう

布）
☎42－6111 FAX 42－6112（水曜日休館）

日本・モンゴル民族博物館 （但東町中山）
☎56－1000 FAX 56－1022（水曜日休館）
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平成26年１月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

2月の主な行事
FEBRUARY

平成26年

15（土）講演会｢出石の城主たち－有子山城・出石
城－｣（13：30～ 但馬国府・国分寺館）
パパと遊ぼうデー

（10：00～ 子育て総合センター）
兵庫県北部合同企業説明会

（13：00～17：00 梅田スカイビル）

16（日）田んぼの学校
（９：30～ コウノトリ文化館周辺）

17（月）アップかんなべスキー感謝祭
（神鍋高原スキー場アップかんなべゲレンデ）

18（火）
19（水）なかよし広場

（９：30～ 子育て総合センター）
なかよし広場
（10：30～11：30 出石子育てセンター）

おでかけ広場
（10：30～11：30 合橋地区公民館）

20（木）
21（金）
22（土）メロディ♪みいつけた

（11：00～11：20 城崎子育てセンター）

23（日）第23回とよおか津居山港かにまつり
（８：30～14：00 津居山港小島岸壁）

カバストマルシェ
（10：00～16：00 宵田商店街）

24（月）アップかんなべスキー感謝祭
（神鍋高原スキー場アップかんなべゲレンデ）

25（火）
26（水）そとあそび広場

（10：30～11：30 竹野子育てセンター）
おたのしみ広場
（10：30～11：00 日高子育てセンター）

27（木）
28（金）なかよしグングン広場

（９：30～ ほっとステージ）
絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00 城崎子育てセンター）

ひ
と
り
ご
と

1（土）プラザ　シネマ・シネマ
（10：00～、13：30～ 豊岡市民プラザ、～２日）
第31回企画展｢出石の殿様－山名氏と仙石
氏－｣（但馬国府・国分寺館、～25日）
第63回企画展「型紙-技と芸術-」
（日本・モンゴル民族博物館、～４月15日）

2（日）但馬天満宮学業成就合格祈願祭（但馬天満宮）
パパと遊ぼうＤＡＹ！
（10：30～11：30 日高子育てセンター）

3（月）おでかけ広場
（10：15～11：30 国府地区公民館）

4（火）豆まき（10：00～11：30 竹野子育てセンター）
5（水）
6（木）わいわいコーラス

（10：00～11：30 竹野子育てセンター）
おでかけ広場

（10：30～11：30 弘道地区公民館）

7（金）
8（土）としょかん映画会（13：30～ 図書館本館）

人権　音楽とお話のつどい
（13：30～15：00 豊岡市民プラザ）

但馬ドームソフトボールクリニック
（県立但馬ドーム、～９日）

パパと遊ぼうデー
（10：30～11：00 竹野子育てセンター）

9（日）第110回サロンコンサート
（13：30～ 豊岡市民プラザ）

10（月）八は社さ宮み翠すい石せき遺墨展（豊岡稽けい古こ 堂、～16日）
冬の美術館（豊岡市役所、～21日）

11（火）建国記念の日
12（水）2013｢植村直己冒険賞｣受賞者発表（明治大学）

豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

13（木）
14（金）

▼
今
年
は
午
年
、
私
は
年
女
で
す
。「
驥き

は
一
日
に
し
て
千
里
な
る
も
、
駑ど

馬ば

も
十じ

ゅ
う

駕が

す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
ま
た
こ
れ

に
及
ぶ｣

。
目
標
に
向
か
っ
て
コ
ツ

コ
ツ
と
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

目
標
は
…
達
成
し
た
ら
報
告
し
ま
す
。

良
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に 

Ⓜ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,690人（＋10人） 41,575人（＋11人） 45,115人（－1人） 32,687世帯（＋18世帯）
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　平成17年４月１日、１市５町（豊岡市、城崎町、竹野町、日高町、出石町、但東町）が合併し、豊
岡市が誕生しました。
　新庁舎の完成に合わせ、合併までの各市町の歴史を振り返ってみましょう。

　《問合せ》竹野支所☎47-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡市－合併前市町の歴史　　　　　

「北前の里」として　
　北前船は、江戸中期から明治末期にかけて、「北
回り航路」と呼ばれるルートを、各港に立ち寄りな
がら交易し、隆盛を極めた大型帆船のことで、竹
野はその寄港地として大いに栄えました。
　100年ぶりに復元された北前船「辰

しん

悦
えつ

丸」が全国を
巡り、昭和61年に
「竹野新港」に寄港
しました。昭和62
年、「北前の里」と
して第１回北前ま
つりを開催。平成
４年、その拠点「北
前館」をオープン
しました。

将来の「竹野町」のために
　地方自治体を取り巻く環境は大きく変わり、国・
地方を問わず厳しい財政状況が続く中、住民の日
常生活圏の拡大や広域的な行政課題に対応し、行
財政基盤の強化や身近なサービスの維持、向上を
目指すには、「もはや、市町合併は避けて通ること
のできない課題」となりました。
　そして、「竹野町」は１市４町と合併することを選
択しました。▲復元北前船「辰悦丸」寄港

年月 主な出来事

昭和40年７月 但馬海岸有料道路開通（昭和47年、但
馬海岸第２有料道路開通）

昭和54年７月 竹野海岸国民休暇村オープン

昭和57年４月 常備消防業務開始（城崎消防署に事
務委託）

昭和61年５月 北前船「辰悦丸」寄港

昭和61年７月 県道竹野・久美浜線「鋳物師戻峠」開
通

昭和62年４月 ４小学校（森本、大森、三原、椒）が
統合し、竹野南小学校開校

昭和62年12月 国道178号新江野トンネル開通

平成２年５月 たけの中央公園・東大谷野外活動施
設（たけのこ村）オープン

平成４年７月 大浦海岸に日本初のスノーケルセン
ターオープン

平成５年12月 国道178号新土生トンネル開通
平成８年１月 町立森本診療所開設

平成９年１月 ロシア船籍「ナホトカ号」沈没により
重油が竹野海岸一帯に漂着

平成12年12月 竹野町役場新庁舎完成
平成15年３月 町内の排水処理施設が全て完成

平成16年９月 地域保健福祉センター（現竹野健康
福祉センター）完成

平成17年２月 合併50周年・閉庁記念式典挙行

旧竹野町

　昭和30年３月３日に竹野村、中竹野村、奥竹野村、
三
さん

椒
しょ

村
そん

の４村が合併し、新竹野村が誕生。２年後
の昭和32年４月１日に、町制施行で「竹野町」とな
りました。

景勝地「竹野海岸」
　昭和38年に指定された山陰海岸国立公園内にあ
る竹野海岸には、多くの美しい海水浴場や岩礁海

岸が点在しています。
平成８年に竹野浜が
「日本の渚百選」に、平
成10年に竹野浜海水浴
場が環境庁指定の「日
本の水浴場88選」に選
定されました。▲昭和60年当時の竹野浜

「幹線道路」の整備　
　但馬海岸有料道路、第２有料道路が開通し、海
岸沿いの集落（宇日、田久日、切浜、須井）が陸の
孤島から解消されました。
　県道竹野・久美浜線
「鋳

い

物
も

師
じ

戻
もどし

峠
とうげ

」の開通で、
城崎との往来時間が短
縮。また、国道178号
の新江野トンネル、新
土
は

生
ぶ

トンネルが開通し、
道路状況は格段に改善
されました。

▲自衛隊による海岸道路岩壁
発破工事

「地域文化」の発展
　竹野町出身で日本書道界の重鎮である書家「仲田
光
こう

成
せい

」との縁で、書の普及と地域文化の高揚を目
指し、平成13年に、第１回
仲田光成記念「但馬・竹野全
国かな書展」を開催。現在13
回目を迎えています。また、
平成14年には仲田光成記念
館を兼ねた住吉屋歴史資料
館が完成、オープンしました。

▲第１回仲田光成記念
全国かな書展の様子


